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第12回庭野平和賞贈呈式プログラム

期日平成 7 年 5 月 11 日(木)

会場 ホテルセンチュリー・ハイアット

PROGRAMFOR

THETWELFTHPRESENTATIONCEREMONYOF

NIWANOPEACEPRIZE

Thursday,May11th,1995

AtHotelCENTURYHYATT

贈呈式 (10: 30-12:30)
PRESENTATIONCEREMONY(10:30 寸2: 30)

記念講演 第12 回庭野平和賞受賞者 M. アラム

総裁挨拶

開会の祈り(黙弱)

選考経過報告

平和賞贈呈

Prelude(Music)

OpeningPrayer

ReportonScreening

Rev.MotoyukiNaganuma ,Chairman

PresentationofthePrize

一一 -Rev. NichikoNiwano,President

President'sAddress

一一一 Rev. NichikoNiwano,President

CongratulatoryMessages

ー一一 Ml\Kaoru Yosano

theMinisterofEducation,ScienceandCulture

一一一 Mr. KuldipSahdev

AmbassadorofIndia

一一一 Rev. MichioMiyake

SecretaryGeneraloftheJapaneseCommittee

oftheWorldConferenceonReligionandPeace

CommemorativeAddress

理事長長沼基之

総毅庭野日銭

総裁庭野日鎖

奏

辞 文部大臣与謝野馨

駐日インド大使 クルデイツプ-サーデイプ

世界宗教者平和会議日本委員会事務総長 三宅美智雄

祝

序

平和への祈り(黙爺)
一一一 Dr. M.Aram

懇親会 (12: 30-14:00)
PrayerforPeace

開会挨拶 RECEPTION(12:30-14:00)

祝 辞 OpenningGreetings

Congt 叫ulatory Messages



第12回庭野平和賞受賞者

Therecipientofthetwelfth

NiwanoPeacePrize

M. アラム博士

Dr.M.Aram
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庭聖子平和財団 理事長

Chairman,TheNiwanoPeaceFoundation

第 12 回庭野平和賞は、インドの M. アラム博士(イン

ド連邦共和国国会上院議員)に贈られることに決定致

しました。

M目アラム博士は、ガンデイー翁の理想を忠実に継承、

実践し、開発、人権、環境、教育等、さまざまな分野の

平和活動を宗教協力の精神に基づき、足元の地域社会

から国家、世界的なレベルにまで展開してこられまし

た。

TheNiwanoPeaceFoundationhasdecidedto

awardthetwelfthNiwanoPeacePrizetoDr.M.

Aram ,amemberoftheRajyaSabha,theupperhouse
ofIndia'sParliament.Inheritingandputtinginto

practicetheidealsofMahatmaGandhi ,Dr.Aramhas
devotedhimselftopeaceactivitiesinsuchfieldsas

development, humanrights , theenvironment , and
巴ducation. Theseactivities , conductedinth 巴 spirit of

interreligiouscooperation ,havespread 仕om thecomｭ

munitytothenationandthentheworld.Wearemost

happytobeabletohonOI ・ Dl\Aram's achievementsat

thispresentationceremony,inthepresenceofdestinｭ
guishedrepresentativesofmanywalksoflife

Theincreasedunderstandingandappreciation

enjoyedbytheNiwanoPeacePrizewitheachpassing

yeararehighlygratifyingandaugurwellforthefurｭ

therspreadoftheprinciplesandpracticeofinterreliｭ

giouscooperation.Wehope , throughthisprize, to
makeamodestcontributiontofurtherwideningthe

circleofinterreligiouscooperationandthustobringｭ

ingaboutworldpeaceandhumanprosperity ,andwe
askyourcontinuedunderstandingandsupportinthis

endeavor

本日ここに各界を代表する方々のご臨席を賜り、同

師の業績を讃えて贈呈式を挙行することができますこ

とは、私どもの大きな喜びであります。また、回を重ね

ると共に庭野平和賞に対するご理解と評価が高まりつ

つあることは、宗教協力の理念と活動の輸が一層広が

るために極めて喜ばしいことであり、深く感謝申し上

げる次第でございます。

私どもは、この庭野平和賞によって宗教協力の輸が

さらに広がり、世界平和の実現と、人類の繁栄にいささ

かなりとも貢献できればと念願しております。

今後とも皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し

上げます。
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嘉吉野手~!Q貨についτ

TheMeaningoftheNiwanoPeacePrize

趣旨・表彰の対象

今日、私たちの住む地球は、さまざまな問題をかかえ

ています。核戦争の危機、軍拡競争による資源の浪費、

開発途上国における飢餓と貧困、非人道的な格差と抑

圧、大気の汚染、及び人間の精神の頬廃、等々。

このような時代において、あらゆる人々の問に相互理

解と信頼及び協力と友愛の精神を培い、平和社会建設の

基盤を築くことは、今日の宗教に諜せられた重大な責務

であると申せましょう。その責務を果たすためには、ま

ず宗教者自らが自己の信ずる宗教のみを絶対化するので

はなく、お互いをわけへだてる壁を取り払って、平和社

会のために、手を携えて協力し、献身すべきであると思

います。

このような観点から、庭野平和財団では、平和と正義

の実現をめざした宗教協力の理念と活動の輸が一層広が

り、多くの同志の輩出することを衷心から願うととも

に、現に、ひたむきに宗教の相互理解と協力を促進し、

その連帯を通じて世界平和の実現のために貢献している

宗教者の数多く存在することを確信するものです。

よって、当財団では、「宗教的精神に基づいて、宗教

協力を促進し、宗教協力を通じて世界平和の推進に顕著

な功績を挙げ、た人(または団体) J を表彰し、これを励

ますことによって、その業績が世の人々を啓発し、宗教

の相互理解と協力の輸を広げて、将来世界平和の実現に

献身する多くの人々が輩出することを念願として、庭野

平和賞を設定致しました。第 I 回受賞者はへルダー­

P ・カマラ大司教、第 2 回は故ホーマ-.}\.ジャック

博士、第 3 回は越撲初師、第 4 回はフィリップ.}\・ポ

ッタ一博士、第 5 回は世界イスラム協議会、第 6 回は故

山田恵諦天台座主、第 7 匝l は故ノーマン・カズンス博
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1994年11 月 3 目、バチカンシノドスホール壇上にて、 weRP第 6 回大会開会式

で教皇ヨハネ・パウ口二世と庭野日敬立正佼成会開祖と共に。

PurposeandQualifications

Theworldinwhichwelivetodayisbesetby

manyproblems:thethreatofnuclearwar,thesquanｭ
deringofpreciousnaturalresourcesonthearmsrace ,
famineandpovertyinthedevelopingnations , inhuｭ
manediscrepanciesandoppression , envil羽lmental

pollution,andspiritualdecadence
Today , religionischarg 巴d withtheimportant

dutyoffosteringmutualunderstandingandtrustand

aspiritofcooperationandfellowshipamongallpeoｭ

piesothatthefoundationsofap巴aceful societymay

belaid.Todischargethisduty , peopleofreligion
mustbeginbytearingdownthewallserectedbyeach

religion'sbeliefthatitsteachingsalonerepresent

absolutetruth,joininghandsinwholeheartedcooperｭ
ationtobringaboutapeacefulsociety

WeattheNiwanoPeaceFoundationhopeabove

allthattheidealsandactivitiesofinterreligiouscoopｭ

erationforthesakeofpeaceandjusticewillspreadin

ever-wideningcirclesandthatagrowingnumberof

peoplewillcomeforwardtodevotethems 巴lves tothis

cause.Indeed , weknowthatmanypeopleofreligion
arealreadyworkingearnestlytopromoteinterreliｭ

giousunderstandingandcoop 巴ration ， contributingto

ア
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thecauseofworldpeacethroughtheirsolidarity.

TheNiwanoPeaceFoundationestablishedthe

NiwanoPeacePrizetohonorandencourageindividuｭ

alsandorganizationsthathavecontributedsignifiｭ

cantlytointerreligiouscooperationinaspiritofreliｭ

gionandtherebyfurtheringthecauseofworldpeace ,
andtomaketheirachievementsknownaswidelyas

possibletheworldover.TheFoundationhopesthus

bothtodeepeninterreligiousunderstandingand

cooperationandtostimulatetheemergenceofstill

morepeopledevotingthemselvestoworldpeace.The

firstNiwanoPeacePrizewasawardedtoArchbishop

HelderPessoaCamaraofBrazilin1983, thesecond
toDr.HomerA.JackoftheUnitedStates, thethird
toZhaoPuChuoftheP巴ople's RepublicofChina,the
fourthtoDr.PhilipA.PotterofDominica,thefifthto
theWorldMuslimCongress(MotamarAl-AlamAト

Islami), thesixthtoHisEminenceEtaiYamadaof
thechiefabbotoftheTendaisectofBuddhismof

Japan , theseventhtoDr.NormanCousinsofthe
UnitedStates,theeighthtoDr.HildegardGoss-Mayr
ofAustria , theninthtoDr.A.T , AriyaratneofSri

Lanka , andthetenthtoNeveShalom/Wahataト
Salam, theeleventhtoHisEminenceCardinalPaulo
E.Arns.

NominationandSelection

Peopleofreligionsandintellectualfigm ・es both

withinJapanandoverseaswereaskedtonominate

candidatesforthetwelfthNiwanoPeacePrize.Their

nominationsweresenttotheFoundationfor'selecｭ

tion

Sothatthereligionsoftheworldarerepresented

equitably, 883peoplein124countrieswereaskedto
submitnominations.Allthenomineeswerescreened

byacommitteecomprisingsevenrepr 巴5巴ntatives

fromBuddhism , Christianity, Islam , andotherreliｭ
伊ons.

PresentationCeremony

TheNiwanoPeacePrizeisawardedeveryyearin

Mayataceremony.Therecipientispresentedwith

themainprizeofacitationandthesubsidiaryprize

ofY20millionandamedal 目 Following thepresentaｭ

tionceremony , therecipientdeliversacommemoraｭ
tiveaddress.

ー

も

選考方法

地域と宗教が偏することのないように考慮された 124

カ国 883 人の有識者に受賞候補者の抗薦を依頼し、推薦

された{長補者を、仏教、キリスト教、イスラム教などの

諸宗教者から選ばれた 7 人て、構成される審査委員会にお

いて、厳正な審査をもって決定されます。

士、第 8 回はヒルデガルド・ゴス・メイヤ一女史、第 9

回はA.T.アリヤラトネ博士、第 10 回はネーブ・シャロ

ーム/ワハット・アル・サラーム、第 11 回はパウロ・エ

ヴァリスト・アルンス枢機卿でありました。

贈呈式

毎年 5 月、贈呈式を行い、正賞として賞状、副賞とし

て賞金 2.000 万円及び顕彰メダルが贈られます。また引

き続き受賞者による記念講演が行われます。

1993 年 9 月、インド大統領により、 M アラム 1車士は、インド議会上院議員に指

名された。彼は、国家に対する特別な貢献により、 6 年ごとに指名される 4 人

のうちの一人であった。写真は、アラム憎士が、インド大統領シャ ンカ

ル・ダヤル・シャ Jレ7博士を迎えているところ。
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表彰のNEb

WhyDr.M.AramWasSelected
astheRecipientoftheTwelfth

NiwanoPeacePrize

庭野平和財団は、「第 12 回庭野平和賞 j をインド連邦

共和国国会上院議員である M アラム博士(D r

MuthkumaraswamyAramValarthanatan 、 68歳)に贈

ることに決定しました。世界 124 カ国、 883 人の有識者に

推薦を依頼し、仏教、キリスト教、イスラム教など 7 人

で構成される審査委員会で厳正に審査し決定されたも

のです。

rk アラム博士は、これまで開発、人権、環境、教育

など、さまざまな平和活動を展開してまいりました。そ

の活動の根底には、マハトマ・ガンデイー翁が身をも

って示された「非暴力 j の精神が一貫して流れていま

す。

具体的には、中国・インド国境の紛争時に「デリー・

ペキン平和行進 J を組織し、対話による平和的解決を訴

え続けました。インド北東部ナガランドでの民族紛争

では、争いの終結を目指した「シロン平和協定 J 調印へ

多大な貢献を果たしました。

また、アメリカで異文化理解、創造的思考を研究した

博士は教育にも力を注ぎ、ガンデイ一グラム農村大学

等で平和教育や平和部隊(シャーンテイ・セーナ)を推

進してきました。

教育による平和建設 このアラム博士の情熱は、シ

ャーンテイ\アーシュラムと名付けられた農村開発運

動に結戸き‘ました。シャーンテイ アーシユラムは、
アラム博士のガンデイ一グラム農村大学での経験をも

とにして始められたものであり、識字教育、幼児教育、

婦人・成人教育、地域教育センター設立などの諸活動

がさまざまなレベルで進められています。識字率を高

め、教育による充実を図ることにより、個々 の生活の質

を高めていく、さらには、地域共同体の自治(パンチャ

10
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‘'1963年 3 月、デリー・ペキン友好行進。1962年、不幸在中印国境紛争に続いて、

世界平和ブリゲードは、インドと中国へアジア、ヨーロッパ、アメリカのメン

バーからなる国際平和使節団を組織した。写真は、インドパンデラデγ シュ国

境でグループをリードするM アラム1専士。

TheNiwanoPeaceFoundationhasselectedDr.

MuthkumaraswamyAramValarthanatan , 68 , of
IndiatorecievetheTwelfthNiwanoPeacePrize

Nominationsforthetwelfthawardweresolicited

from883opll1lOnleadersin124countries , andthe
自nal sel 巴ction wasmadefollowingrigorousexaminaｭ

tionbyaseven-memberscr 巴巴 ning committeeI'巴 PI ・e­

sentingBuddhism , Christianity , Islam , andother
religions.

Dr.Aramhasengagedinpeaceactivitiesina

varietyoffields , includingdevelopment , human
rights, theenvironment, andeducation.Underlying
allhisactivitieshasb巴en thespiritofnonviol 巴nce

巴xemplified byMahatmaGandhi.

AtthetimeoftheborderdisputebetweenIndia

andChinainthe 巴arly 1960s,Dr.Aramappealedconｭ
tinuouslyfOl・ peaceful resolutionthroughdialogue

andhell 児d organizetheDelhi-PekingPeaceMarch

Healsocontributedgreatlytothepeacemaking

processdUJ ・ing ethnicunrestinNagaland , northeastｭ
ernIndia , culminatinginth 巴 conclusion ofthe

ShillongP巴ace Accord

Havingconductedpostgraduatestudiesoncrossｭ

culturalandcr 巴ativ 巴 thinking intheUnitedStates,
Dr.Aramdevotedgreatener 白I toeducationinIndia ,
promotingpeaceeducationandtheformationof
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ヤー卜)を確立し、人口問題、貧困問題の解決を目指し

ていく、地域発展の抜本的な施策として大きな注目を

集めています。現在では、州政府や地方自治体と一体と

なって活動を、展開するまでになっています。 1993年、

アラム|専士はこれらの功績が評価され、インド大統領

から上院議員に任命されました。

さらに、アラム博士はガンデイー翁の悲願でもあっ

た宗教間協力に心血を注いできました。現在、 WCRP

(世界宗教者平和会議)国際委員会会長の要 J~訟にあり、

国連の地球サミット、万国宗教会議百周年記念大会な

どの国|僚会議、イベントにも "VCRPの代表として参加し

てきました。 1994年、南アフリカでアバルトへイ卜(人

種隔離政策)廃止後初めて実施された選挙では、諸宗教

の代表からなる「選挙監視団」の一員として活躍しまし

守、

'‘ー。

また、アラム博士はACRP (アジア宗教者平和会議)

副実務議長でもあり、インド囲内ではWCRPインド委員

会の名誉委員長の l織にあります。自らはヒンドゥー教

を信仰しながら、毎晩自宅での諸宗教者との「祈りの夕

べ」を催すなど、その宗教協力にかける情熱はまさに筋

金入りと申せます。

今日上紀の偉大な聖者ガンデイー翁の理想を足元から

地域、国家、そして世界へと広げてこられたアラム博

士。庭野平和財団はアラム博士の永年にわたる平和活

動と、その宗教協力を基盤とした正義と平和への献身

に対して深く敬意を表し、その多大な功績を顕彰する

と共に、さらに多くの平和への同志が輩出されること

を哀心より念願して、ここに「第]2回庭野平和賞J を贈

ります。
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“ p 巴 ace brigades"(theShantiSenaprogram)at

GandhigramRuralUniversity.Hisdeepconvictionin

buildingpeacethrougheducationalsoledhimto

foundtheShantiAshramrural-developmentmoveｭ

ment.ShantiAshram , begunonthebasisofDr
Aram'sexperienceatGandhigramRuralUnivel ・sity ，

ispursuingruraleducationonmanylevels,including
literacyeducation , preschool 巴ducation ， women'seduｭ

cation, adulteducation , andtheconstructionoflocal
educationcenters.Themovementseekstoenhance

individuals'qualityoflifebyincreasingliteracyand

improvingandexpandingeducation , andtoaddress
theproblemsofpopulationandpovertybyconsolidatｭ

ingthepωlch αyα t systemofcommunityself-govern

ment.ShantiAshram'ssweepingmeasur 巴s forrural

developmenthaveattractedkeenattention.In1993

thepresidentofIndiaappointedDr.Aramtothe

RajyaSabha , theupperhouse , inrecognitionofhis
achiev 巴ments.

Dr.Aramhasalsodedicatedhimselftointerreliｭ

giouscooperation , oneofthecausesdearestto
MahatmaGandhi'sheart.Atpresentheispresident

oftheWorldConfer 巴 nce onReligionandPeace/

Internationalandhasrepres 巴nted th 巴 WCRP atvariｭ

ousinternationalconferenceandevents , including
theUnitedNationsConferenceonEnvironmentand

Development(theso-calledEarthSummit)inRiode

Janeiroandthecentenntialcelebrationofthe

ParliamentoftheWorld'sReligions.In1994hewasa

memberofadelegationofreligiousrepresentatives

monitoringSouthAfrica'sfirstmultiracial 巴lection

Dr.Aramisalsovice-moderatoroftheAsian

Conferenc 巴 on ReligionandPeaceandHon.president

ofWCRP/India.AHinduhimself ，巴 very 巴vening he

holdsamultireligiousprayermeetingathishome,an
indicationofhisdeepcommitmenttointerreligious

cooperation

Dl ・. AramhasspreadtheidealsofMahatma

Gandhi , oneofthegreatsaintsofthiscentury, from
thecommunitytothenationandthentheworld.The

NiwanoPeaceFoundationawardshimth 巴 twelfth

NiwanoPeacePrizebothinhonorofhismanyaccomｭ

plishmentsoverlongyearsofpeaceactivitiesand

dedicationtojusticeandpeacebasedoninterreligious

cooperationandintheheartfelthopethathisexamｭ

pIewillinspiremanyotherstofollowinhisfootsteps.
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ゴ否定長ずのプロアヂーノル

TheProfileoftheRecipient

〈生年月日〉

1927{I~J) JJ4EJ

〈学歴〉

J948 年、インドのマドラス・キリスト教大学から英文

学修士号。

J954:q:: 、米国オハイオ州立大学から哲学問士号取得。 Nf

士論文テーマは「概念化過程及び思考過程 J。アルパー

ト・アインシュタイン博士とプリンストンで専攻論文

について l時間討論。

ナガランド教会協議会と協力して行ったナガランド平

和使節の活動に対してノース・イースタン・ヒル大学

から名誉文学|専士号。

〈現職〉

1.シャーンテイ・アーシュラム(インド・コインパト

ール)会長

2. 世界宗教者平和会議 (\YCRP) 国際委員会会長

3. インド議会上院議員

4. 農村開発に|具 lするインド政府議会常設委員会委員

5. 人間資源、環境及び技術に閲するインド政府議会常

設委員会委員

6. マノ、トマ・ガンデイ一生誕 125 同年記念行事国内委員

会委員

〈平和活動〉

J964 1 1:: から 1980年まで、ナガランド平手II使節団に参加2

「シロン平手II 協定j の計ー画者の一人として、不II平成立の

過程に参画。

アジア平和協議会事務局長

デリー・ペキン平和行進のメンパー

ガンデイ一平和財団終身会員
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Name:

Dr.M.Aram

PresentAddress:

ShantiAshramP-17 ,KovaipudurCOIMBATORE641
042TamilNaduIndia

PhonelFax:91-422-80271

DateofBirth:

14thJanuary, 1927
EducationalQualificationsandBackground:

M.A.DegreeinEnglishLiteraturefromMadras

ChristianCollege,MadrasUniversityin1948;Ph.D.
fromOhioStateUniversity , USAin1954;Ph.D.
ThesisonCOCEPTULISATIONPROCESSTHINKｭ

INGPROCESS

Hadanhour-longmeetingwithDl¥AlbertEinsteinat

Princetontodiscussthemonograph.

Dr.Litt(HonorisCausa)fromNorth-EasternHill

University, inrecognitionofPeaceMissionworkin
NagalandincooperationwithNagalandChurch

Council.

PresentPositions:

President,SHANTIASHRAM,Coimbatore641042
President, WorldConferenceonReligionandPeace
International.

MemberofParliament(NominatedbythePI'巴 sident

oflndia),RajyaSabha(UpperHouse).
MemberofParliamentaryStandingCommittee ,Govt.
ofIndiaonRuralDevelopment;

MemberofParliamentaryStandingCommittee,Govt.
ofIndiaonHumanResource , Environmentand
Technology.

Member, NationalCommitteeforthecelebrationof
the125thBirthAnniversaryofMahatmaGandhi.

PeaceService:

From1964till1980, participatedinNagalandPeace
Mission ,wasinvolvedinthepeacemakingprocessas
oneofthearchitectsofthefamous“ SHILLONG
PEACEACCORD."

Secretary,AsianPeaceCouncil
Member,Delhi-PekingPeaceMarch.
Lifi 巴-Member ， GandhiPeaceFoundation.

Hon 目 President ， WCRP(India) , WCRP(Asia)and
ACRP

President,SarvodayaPeaceMovem 巴nt.

EducationalService:

Vice-ChancellorofGandhigramRuralUnivel ・sity
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1990年 3 月 24 目、当時のインド大統領、シュリ・ R ・ヴェンカヲラマン尊師か

ら ρf ドマ・シュリ J 賞を受賞する M. アラム博士。 r/~ ドマ・シュリ j 賞は、イン

ドで市民が受ける 3 番目の高位の栄誉である。

WCRPインド委員会名誉委員長

アジア宗教者平和会議 (ACRP) 副実務議長

サルボダヤ平和運動会長

〈教育活動〉

1980~86年 ガンデイ一グラム農村大学副総長

1954~63年 シュリ・ラーマクリシュナ・ミッショ

ン・ヴイドヤラヤ・コインパトール校長。大学許可委

員会(委員長 S. ラダクリシュナン博士)の推薦により

農村大学の新しいプログラムを作成。

大学カリキュラムと延長計画との連繋調査を実施。

ガンデイー主義の非暴力訓練のユニークな実例として

シャーンテイ・セーナ計画を開発。

大学許可委員会委員、中央教育諮問委員会委員、

農村大学に関する特別専門委員会会長、インド大学継

続教育協会会長、インド大学協会常設委員会会員

以下の大学で客員教授を務める。

ノース・イースタン・ヒル大学、デイブルガール大学、

ガンデイ一グラム農村大学、マドラス大学、

マジュライ・カマラージ大学

〈公共活動〉

ナガランド・カーディ及び村落産業諮問委員会会長

インド生命保険会社中央委員会委員

ソーシャル・ワーカー北東評議会委員長

州立科学企画アカデミー会員
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from1980-86

PrincipalSriRamakrishnaMissionVidyalaya

Coimbatore,from1954-63.
Built-upanewprogrammeofRuralUniversityas

recommendedbyUniversityGrantsCommission

headedbyDr.S.Radhakrishnan

ConductedexperimentsinlinkingtheUniversitycurｭ

riculumwithExtensionProgrammes.

DevelopedShantiSenaProgrammeasaunique

exampleoftraininginGandhiannon-violence.

MemberofUniversityGrantsCommissionand

M巴mber ， CentralAdvisoryBoardonEducation.

Chairman ,TaskForceonRuralUniversities.
President , IndianUniversitiesAssociationfor
ContinuingEducationandMemberStanding

CommitteeofAssociationofIndianUniversities.

VisitingProfessorsat:

North-EasternHillUnivesity

DibrugarhUniversity.

GandhigramRuralUniversity.

MadrasUniversity.

Madurai-Kamal 可 University.

PublicService:Servedas:

Chairman , NagalandKhadi&VillageIndustries
AdvisoryBoard.

Member, CentralBoardofLifeInsuranceCorp.of
India.

Convenor,North-easternCouncilofSocialWorkers.
Member,StatePlanningAcademyofScience.
Fellow ,TamilNaduAcademyofScience.
Member, HighLevelCommitteeonChiefMinisters
NutritiousNoon-mealScheme.

Member,HighLevelCommitteeonSocialForestryof
TamilNadu.

InternationalExperience:

From1950to1954livedinUSA.

WidelytravelledalmostallthecountriesinAsia ,
Africa , Europe ,AmericaandAustralia.
AttendedtheEarthSummitheldinRiodeJaneiro

Brazilin1992onbehalfofWCRP.

AttentedtheSummitontheRightsoftheChildheld

attheUnitedNationsinNewYork.

ParticipatedintheCentenaryoftheWorld

ParliamentofReligionsheldinChicagoinAug./Sep.

93

ParticipatedintheInternationalNGOsconference
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タミル・ナド科学アカデミー特別会員

主要大臣栄養昼食計画高等委員会委員

タミル・ナド公共森林地高等委員会委員

〈国際活動〉

1950-54年米国滞在

アジア、アフリカ、ヨーロッノT、アメリカ、オーストラ

リアのほぼすべての国々を訪問。

1992年 リオ・デ・ジャネイロで開催された地球サミ

ットにweRPを代表して参加。

ニューヨークの国連で聞かれた児童の権利に関するサ

ミットに出席。

1993年8月 -9月 シカゴで開催された万国宗教会議百

周年行事に参加。

1993年 国連主催の国際NGO会議に参加。

南アフリカで最初に行われた民主的選挙を監視する 12

人の国際的諸宗教者オブザーパー使節団に参加。

〈受賞歴〉

1.パドマ・シュリ賞-1990年3月、インド大統領より教

育の分野における貢献に対して。

2. 平和の擁護者賞ーインド・サルボダヤ運動より、平

和のための無私の奉仕活動に対して。

3. ラマチャンドラン博士賞一国際的平和と理論のため。

〈出版物他〉

1. r人鎮の将来』

2. r村落レベルにおけるミクロ計画 1

3. r紀元 2000 年に向けて J (特別講義)

4. r ナガランドの平和iJ (アーノルド・ハイネマン)

5. r ガンデイー主義的弁証法 J (特別講義)

6. r ガンデイーの教育 J (タミール語)

7. r総合農村ー開発に関するガンデイー主義的観点 1

8. r平和の使徒 J (ガンデイーに閲する講義)

9. r クマラ・ウッラム(青年期の心) j(タミール語)

10. rナガ政治学の進化 j

11. r創造的思考の側面 J (研究論文)

12. r標準アチーブメントテスト J (研究論文)

13. r人口教育におけるミクロ的実験 J (研究論文)

14. r行動研究ワークショップ J (報告書)

15. rナガランドにおける禁酒運動 J (編者)
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WCRP 第 6 回大会、リパテガルダにて功労賞をフォコラーレ代表に。

organizedbytheUnitedNationsin'93

Joωined a12乞-membe引l' internationalIn川te引l'可巴凶Ji g伊10US

Ob凶】渇se白rve印I'ぜs' Missiontooverseethefirst-everdemocratｭ

icelectionsheldinSouthAfrica

AwardsandRecognitions:

PADMASHRI.InMarch1990thePresidentofIndia

waspleasedtoawardthePADMASHRIforser 吋ces

inthefieldofeducation.

DEFENDEROFPEACE. SarvodayaMov 巴ment of

IndiaconferredtheawardofDEFENDEROFPEACE

fortheselflessserviceforthecauseofpeace

Dr.RamachandranAwardforInternationalPeace

andUnderstanding.

BooksandPublicationsBroughtout:

“The FutureofMankind"
“ Micro-PlanningattheVillageLevel"
“Towards 2000A.D."-SpecialLectures
“ Peace inNagaland."-ArnoldHeinemann 目

“Gandhian Dialectic"-SpecialL巴ctures.
“Gandhi onEducation"-inTamil
“ Gandhian Perspective on Integrated Rural
Development."

“Apostle ofPeace"-LecturesonGandhi.
“Kumara Ullam"(Adol 巴scent Mind) ーin Tamil.

“Evolution onNagaPolitics."
“ Some AspectsofCreativeThinking"-Research
paper

“ Standardised Achievement Tests"-Research
Monograph.

“ Micro-Experiment inPopulationEducation."
-ResearchMonograph.

"ActionResearchWorkshop にReports 目

“Prohibition Movem巴ntinNagaland"-Editor.
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受賞滅多す

2000年までに全体論的平和を

HolisticPeaceby2000

序

在、が初めて日本を訪れたのは 1964 年 8 月、約 30 年前

のことです。東京、京都を訪れ、広島と長崎にも行きま

した。九州から北海道まで日本中を旅行しました。日本

でさまざまな新しい経験をしましたが、最も強烈に心

揺さぶられ、動転させられたのは、広島における経験で

す。原爆資料館、原爆慰霊碑、原爆ドーム、原爆病院、

すべてに言葉に尽くせぬ衝撃を受けました。

私はマハトマ・ガンデイーの説いた非暴力主義の信

奉者でしたが、広鳥と長崎における経験は私を熱心な

平和運動家へと変えました。

その後、ベトナムその他の東南アジア諸国に立ち寄

った後、 1964 年 9 月にインドに帰国しました。翌年、ナ

ガランド平和使節団に加わり、 1965 年から 1979 年まで

14 年間活動しました。我々の平和への努力はシロン平

和協定となって実を結びました。

1979 年、プリンストンで開催された WCRP (世界宗教

者平和会議)第 3 回世界大会に参加するため、夜、は妻と

共にアメリカを訪れました。以後、 WCRP で活発な活動

を続けてきました。またガンデイ一グラム農村大学の

副総長も務めました。その後、草の恨レベルで平和と開

発に奉仕するために、妻と共に南インドのコインパト

ール地区にシャーンテイ・アーシュラムを設立しまし

た。現在、私はインドの国会議員も務めています。

このような長年の活動における経験と思索を通じて、

私は全体論的平和というビジョンを持つに至りました。

これについて皆様にお話ししたいと思います。

全体論的平和は八つの次元を持っと考えられます。す

なわち、
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Introduction:

IcametoJapanforthefirsttimeinAugust ,
1964-about30yearsago.IvisitedTokyoandKyoto.I

alsovisitedHiroshimaandNagasaki.Itravelledall

overJapanfromKyusyutoHokkaido.Ofallthenew

experiencesIhadinJapan, themostpowerful , the
mostmoving, themostupsettingexperiencewasmy
experienceatHiroshima.Theatomicmuseum , the
peacememorial , theskeletoncommercialexhibition
building, theatomichospital-allmadeanextraordiｭ
naryimpactuponmymindandheart.

Iwasalreadyabelieverinnon-violence , thanks
totheteachingsofMahatmaGandhibutHiroshima

andNagasakiinstantlytransformedmeintoan

ardentpeaceworker.

IreturnedtoIndiainSeptember1964, visiting
VietnamandotherSouthEastAsiancountriesonthe

way.ThenextyearIjoinedth 巴 Nagaland Peace

Mission.ThereIworkedfor14yearsfrom1965till

1979.Ourpeaceeffortswerecrownedwithsuccessin

theformofShillongPeaceAccord.

In1979mywifeandIvisitedAmericatoparticiｭ

pateintheThirdWorldAssemblyofWCRP(World

ConferenceonReligionandPeace)heldatPrinceton

SincethenIhavebeenanactiveworkerinWCRP

DuringthisperiodIservedastheVice-Chancellorof

GandhigramRuralUniversity.ThenMrs.AramandI

establishedShantiAshraminCoimbatoredistrict,
SouthIndia , toworkforpeaceanddev 巴lopment at

micro-level.NowIalsoserveasaMemberofIndian

Parliament.

Duringthecourseofthesemanyyears , Ihave
gainedthroughexp 巴rience andthought, avisionof
HOLISTICPEACE.ThisIwouldliketosharewith

you.

21



1 軍縮

2. 紛争解 i夫

3. 環境回復

4. 貧困撲滅

5. 創造的教育

6. 家族愛

7. 地方民主制

8 位界議会

詳しくご説明しましょう。

軍縮

全体論的平和の第 1 の次元は軍縮です。

広島は人類への恐ろしい警告でした。私達は50年前

に広島で起きたことを決して忘れではなりません。特

に今年は50周年にあたる 1995年です。夜、達は広島のメ

ッセージを理解するよう努めねばなりません。

1945年 8 月 5 日に人類初の原子爆弾が落とされた時、

人類史上かつて起こったことのない、二度と起こって

はならないことが起きました。広島は全人類を震憾さ

せました。世界中の心ある人々は言いました。「ノー

モア ヒロシマ」と。

夜、がまだ米国にいた 1953年に、アルパート・アイン

シュタインと会い、『創造的思考 j に関する私の研究論

文について話し合う機会を得ました。アインシュタイ

ンはアメリカが原子爆弾を保有しているのは誤りだと

言いました。彼は私にこう語りました。「原子爆弾の保

有は安全ではなく危険をもたらすだろう。 l原子爆弾の

保有量が増せば増すほど、核攻撃の標的になる可能性

が高まるからだ」。アインシュタインは平和と軍縮の熱

心な擁護者でした。

全世界の人々が、核兵器禁止と核実験停止の必要性

を感じていました。

1963年、庭野日敬師は宗教指導者代表団の一員とし

て世界中をめぐりました。師はこう説きました。「人類

史上最も恐るべき悲劇となった瞬間、広島と長崎で抹

殺された30万人の人々のことを、我々は決して忘れで

はなりません」。

ワシントンDCで聞かれた米国国防総省の会議の席上、
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HOLISTICPEACEhas8dimensions ,itseemsto
me.Theyare:

1.Disarmament

2.ConflictResolution

3.EnvironmentRestoration

4.PovertyEradication

5.CreativeEducation

6.FamilyLove

7.LocalDemocracy

8.WorldParliament

Letmeelaborate.

Disarmament:

ThefirstdimensionofHolisticPeaceis

Dis αnn αment.

Hiroshimawasagrimwarningtohumankind

Weshouldnever, neverforgetwhathappenedthere
50yearsago.Especiallythisyear, 1995whichmarks
the50thAnniversary.Weshouldtrytounderstand

themessageofHiroshima.

Whenthefirsteveratombombwasdroppedon

August5, 1945 ,somethinghappenedinhumanhistoｭ
rywhichnev 巴I' happ 巴ned before-whichshouldnever

happenagain.Hiroshimagaveaprofoundshockto

entirehumankind.Thoughtfulpeoplearoundthe

worldsaid,“No MoreHiroshimas".
Intheyear1953, whenIwasstillintheUnited

States, IhadanopportunitytomeetAlbertEinstein
todiscussmyresearchmonographon “Creative
Thinking".EinsteintoldmethatAmericawaswrong

instockpilingatombombs.Americawasdoingitin

thenameofsecurity.Hetoldme: “Stockpiling atom
bombswillnotgiveyousecurity.Itwill ♂ ve youinseｭ

curity.Themoreyoustockpileatombombs ,themore
youbecomeatargetofatomicattack'¥Einsteinwas

anardentadvocateofpeaceanddisarmament.

Allovertheworld , p巴 ople feltthatnuclear

weaponsshouldbebanned,nucleartestingshouldbe
stopped.

In1963 , Rev.NikkyoNiwanowentroundthe
worldinadelegationofreligiousleaders.Hesaid,
“We mustneverforgetthe300,000 peoplewhoselives
werewipedoutatHiroshimaandNagasakiinbrief

momentsthathavebecomethemosthO lT巴 ndous

tragedyinthehistoryofmankind."

AtWashingtonD.C.Rev.NikkyoNiwanosaidin
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庭野日敬師はこう訴えました。「私達は千III と仏陀の声の

代弁者として、核兵器禁止と位界平和構築を求めてい

るのです2 あなた方リーダーは、この声に耳を傾けるべ

きですJ ，

核兵器禁止と核実験停止を求める人々の運動が、世

界中で巻き起こりました。 1963年、部分的核実験禁止条

約が調印され、ささやかながら喜ばしい第一歩がしる

されましたc

1968年、ジュネーブにおいて核不拡散条約に関する

合意が成立し、この条約 (NPT) は 1970年に発効しま

した c

同じく 1970年、位界宗教者平和会議 (WCRP) の第 1

回世界大会が京都で開催されました。これはまさしく

歴史に残る出来事でした。京都宣言はこう言明してい

ます。「地球上の人類の存続は核による絶滅の危機に瀕

している。平和はとどまるところを知らない軍拡競争

によって危険にさらされている。平和l は兵器の貯蔵に

よって達成することはできなし、。したがって我々は、通

常兵器、核兵器、化学兵器及び細菌兵器などすべての破

壊兵器を含む全面的軍縮のためのすみやかな処置を要

求する J。

しかし、軍拡競争は一向に衰えませんでした。敵対し

合う勢力は t!1l止力政策をとっていました。核兵器の貯

蔵は継続されました。一方、全而的核軍縮を求める運動

が世界中で盛り上がり、その結果、核兵器に反対する世

論が高まりました。

1978年、国連は第 l 回の軍縮特別総会を開催しまし

た。 1978年 6 月 12 日はNGOデーでした。 l定野日 l技師は

国連フォーラムで演説し、こう訴えました。 f\，、ずれか

の国が平和のために進んで危険を官さねばならなし、。戦

争で危険を冒したのと同級、平手[I のために危険を冒さ

なければならないのであるん

1982年 5 月、 WCRPは宗教協力使節団を北京へ派遣し

ました。中国当局と WCRPの指導者達は相互理解を深め

ました。

1982年、第 2 回国連軍縮総会が開催されました。

WCRPの初代事務総長であるホーマー. A· ジヤツク博

士は、国連における核軍縮運動推進に活躍しました。庭
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..."".，L. ーーーー
スペインのバルセロナで開かれた「平和の文化に対する宗教の貢献についての

ユネスコ専門家会議 J の送別講演会で演説する M アラム博士。バルセロナ・ユ

ネスコ・センヲ一所長、フ工リ γ クス・マルティ氏とユネスコ人権と平和部長、

サイモン氏。 (1993. 4)

ameetingattheUSDepartmentofD巴fence ，“ In callｭ

ingforthebanofnuclearweaponsandestablishment

ofworldpeace,wearespeakingasrepr 巴sentativ 巴s of

thevoiceofGodandoftheBuddha.Leaderslikeyou

mustlistentothisvoice'¥

People'smovementsaroundtheworlddemanded

thatnuclearweaponsmustbebanned , nucleartestｭ
ingshouldbestopped.In1963 , apartialT巴st Ban

Treatywassigned.Thiswasasmallbutgoodbeginｭ

nmg.

In1968atGeneva , itwasagreedthatthere
shouldbeanuclearNon-Prolifl 巴ration Treaty.The

Treaty , NPT,cameintoforcein1970.
Inthesameyear, 1970,theWorldConferenceon
ReligionandPeace(WCRP)h 巴 Id itsfirstWorld

AssemblyatKyoto.Thiswasnodoubtahistoric

event.TheKyotoDeclarationsaid: “Man's continu巴d

existenceatthisplanetisthreatenedwithnuclear

extinction.Peaceisimperilledbytheev 巴I' quickening

raceforarmaments.Peacecannotbefoundthrough

thestockpilingofweapons.We , therefore , callfor
immediatestepstowardsgeneraldisarmamentto

includeallweaponsofdestruction-conventional ,
nuclear,chemicalandbacteriological'¥
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野日敬師はこの会議でも演説を行いました。

1988年、第 3 回国連軍縮特別総会が開催され、庭野日

1技師はここでも演説を行いました。師は三つの国連軍

縮特別総会すべてにおいて演説されるという栄誉に輝

いたのです。

1988年は、ロナルド・レーガン大統領とミハエル・

ゴルバチョフ大統領がヨーロッパに配備された中距離

核戦力(INF) 全廃の合意に調印した画期的な年でし

た。この出来事は核軍縮運動における最初の大きな進

展と言えるでしょう。 1988年、こうして平和が訪れ、情

勢は転換期を迎えました。

1989年、'i\'CRPはオーストラリアのメルボルンで第 5

回世界大会を開催しました。メルボルン宣言は段階的

軍縮の促進を明確に打ち出しました。

宣言は「弾道ミサイルの50%削減、核実験の全面停

止、生物及び化学兵器の製造及び使用の禁止、兵器製造

及び兵器貿易の削減に向けてのさらなる前進、ならび

に2000年までに核兵器を廃絶することを含む包括的軍

縮計画に向けての努力」を促しています。

1994年11 月、 WCRP第 6 巨l世界大会がイタリアで開催

されました。リパデルガルダ宣言は全面的軍縮を訴え

ました。

今年 1995年は核不拡散条約が発効後25年を迎えます。

もし延長されなければ、これは失効してしまいます。現

在、世界中でNPTの延長をめぐる議論が展開されてい

ます。

将来はどうなるのでしょうか。 2000年までに非核世

界を実現するという目標は達成されるかもしれません。

不可能なことではないのです。

包括核実験禁止条約 (CTBT) もやがて実施されるで

しょう。このCTBTはぜひとも実現を目指さねは.なりま

せん。さらにすべての国々が全面的包括的軍縮を最終

目標とすべきです。

紛争解決

全体論的平和の第 2 の次元は紛争解決です。

近年、核戦争の脅威は遠のきました。その一方、世界

中で紛争が勃発しています。ブトロス・ブトロス・ガ
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Inthemeanwhile ,thearmsracewentonunabatｭ
ed.Rivalblocsfollowedthe “doctrine ofdeterrence"
Stockpilingofatomicweaponscontinued.Onthe

otherhand , popularmovem 巴nts aroundtheworld

becamemoreandmorevocal ,demandingtotalnuclear
disarmament.Theresultwasanever-increasingvolｭ

umeofpublicopinionagainstnuclearweapons.

In1978theUnitedNationshelditsfirstever

SpecialSessiononDisarmament.OnJune12, 1978it
wastheNGODay.Rev.r、~ikkyo Niwanoaddress 巴d the

UNForumandsaid: “Some countryorothershould
comefonvardtotaketherisksforpeace.Theyshould

takerisksforpeaceastheyhavetakeninwar."

WCRPsentamulti匂religious MissiontoBeijing

inMay, 1982.Therewasgoodunderstandingb巴tween
ChineseauthoritiesandWCRPleaders.

In1982 , theSecondSessiononDisarmament
washeldattheUnitedNations.Dr.HomerA.Jack ,
thefirstSecretary-Generalof';VCRPplayedanactive

partinpromotingthecauseofnucleardisarmament

intheUnitedNations.Rev.NikkyoNiwanoaddressｭ

edthiss巴ssion also

In 1988 , th 巴 Third Special Session on

DisarmamentwasheldattheUnitedNations.Rev.

ikkyoNiwanospokeheretoo.Thushewonthe

uniquedistinctionofhavingspokeninallthethree

SpecialSessionsoftheUnit 巴d NationsonDisarmaｭ

ment.

Th 巴 year 1988madehistol¥ywhenPresident

RonaldReaganandPresidentMichailGorb.achev

signedanagr 巴巴 ment todismantletheInternational

NuclearForce(INF)stationedinEurope.Thiswas

thefirstmajorbl 巴akthrough inourquestfornuclear

disarmament.Thus “Peace brokeout"in1988.This
wastheturningofthetide.

The もNCRP heldits5thWorldAssemblyin

Melbourne , Australiain1989.TheMelbourneDeclaｭ
rationwascategoricalinurgingprogressivedisarmaｭ

ment.

Iturged “ further progresstobemadeforreducｭ
ingballisticmissilesby50'7e;stoppingallnuclear

weapontests;banningtheproductionanduseofbioｭ

logicalandchemicalweapons , reducingarmsproducｭ
tionandarmstrade;andcontributiontocomprehenｭ

siveprogrammeofdisarmamentincludingeliminatｭ

ingofnuclearweaponsbytheyear2000".
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リ国連事務総長によれば、国連創立の1945年以降、世界

中で百件以上の紛争が発生し、これらの紛争により二

千万人の命が奪われました。

夜、はナガランドで長年にわたり紛争解決の仕事に従

事しました。

ナガランド州は北東インド高原地帯に位置していま

す。この高原地fiiーの住民は独自のアイデンティティを

有しています。ナヵーランドでは歴史的いきさつから紛

争が勃発しました。ナガ族は自らの文化的アイデンテ

イティを守るために独立を要求しました。インド政府

は自治維は認めたものの、独立は許しませんでした。

当初、穏やかだった紛争は、後に暴力的な展開をみま

した。ナガ族の地下組織はインド治安警備隊に対し武

装抵抗しました。 1956年から 1964 if にかけて、 m~のな

い市民が大変な被害を被りました。人々は双方の勢力

による暴力と報復的暴力のはざまで苦しみました。結

局、バプテスト教会協議会が話し合いを Hヂびかけ、平和

使節団が組織されました。

平和 l使節団は、マイケル・スコッ卜師、ジャヤプラカ

シ・ナーラーヤン師、B.P.チャリハ師など著名な宗教指

導者とガンデイー主義指導者で構成されました。 1964

年、使節団は休戦にこぎつけました。その後の交渉は失

敗に終わりましたが、平和と常態が続きました。平和監

視団が休戦の維持に尽力しました。しかし、永続的平和

の実現は政治的解決を待たねばなりませんでした。

休戦から 11年後の1975年、第三者機関である平和交

渉委員会の fiji立ちで平和協定が交わされました。ナガ

ランド平和使節団での経験から言えば、紛争解決には

第三者機関による持続的な努力が不可欠です。

今日の世界に目を移します。冷戦の終結以降、世界情

勢はめざましい変化を遂げました。アラブ・イスラエ

ル平和協定は大きな進展と言えます。数々の困難はあ

るものの、実施過程が着々と進行中です。昨年はアイル

ラント‘において休戦が成立しました。分裂したボスニ

アでも、ジミー・カータ一元大統領の平和l調停により

休戦がスタートしました。スリランカでも平和に向け

ての動きが進展しつつあります。これらはすべて希望

の兆しです。
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TheWCRP6thWorldAssemblywasheldinItaly

inNovember1994.TheRivadelGardaDeclaration

haspleadedfortotaldisarmament.

Inthecurrentyear, 1995, theNon-Proliferation
Treatycompletes25years.Unlessitisrenewed , it
willlapse.Atpresent , discussionsaregoingon
aroundtheworldabouttheextensionofNPT.

Whataboutthefutme?Thegoalofanuclear-free

worldby2000isstilltobeachieved.Thisisnotan

impossibletask

TheCompleteTestBanTreatyisyettobeaccomｭ

plished.CTBT, asitiscalled , shouldbepursued.
Further,ageneralandcompletedisarmamentshould
bethefinalaimofallnations.

ConflictResolution:

TheseconddimensionofHolisticPeaceis

ConflictResolution.

Inrecentyearsthefearofanuclearwarhas

receded.Ontheotherhand,aroundtheworldconflicts
haveemerged.AccordingtotheSecretary-Generalof

theUnitedNations,Mr.BoutrosBoutros-Ghalli,since
1945,theyearwhentheU.N.wascreated ,theworld
hadseenmorethan100conflicts.Intheseconflicts

about20millionpeopledied.

Iwasinvolvedinthetasksofconflictresolution

formanyyearsinNagaland

NagalandisahillstatesituatedinNorth-East

India.Thepeopleinthesehillshaveasp巴cial identity

oftheirown.Duetohistoricalreasons ,conflicteruptｭ
edinNagaland.Inordertopreserveth 巴ir cultural

identity , theNagasdemandedseparatesovereign
independence.TheGovernmentofIndiawaswilling

tograntautonomybutnotindep 巴ndence.

Inthebeginning, theconflictwaspeaceful , later
ittookaviolentturn.TheundergroundNagasputup

armedresistancetotheIndianSecUJ 北y Forces.From

1956to1964, theinnocentcivilianssufferedagreat
deal.Caughtbetweenthetwogrindstonesofviolence

andcounter-violence , theysufferedfrombothsides.
Finally , theBaptistChurchCouncilorganizeda
PublicConventionwhichestablish 巴d aPeaceMission.

ThePeaceMissionconsistedofeminentreligious

andGandhianleadersincludingRev.MichaelScott,
ShriJayaprakashNarainandShriB.P.Chaliha.

Theysucceededinbl ・inging aboutac巴asefire in1964.
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1980年から 1986年まで、 M アラム1専士は、南インドのマズーライ市近郊にある

ガンデイーグラム農村大学副総長を務めた。 M.アラム1専士は、シャンティ・セ

ナの街念を作業モデルへ発展させる助力をし、これは、世界的に非暴力を建

設するための行動方法として広〈認められている。写真は、シャーンティ・セ

ーナのメンバーがアラム博士を伝統的なプルナ・ウンパムで称えているところ。

国連は数々の地域の紛争解決において活躍していま

すc 国連平和維持軍は平和維持においてきわめて重要

な役割を果たしてきました。 1988年には平和維持活動

に対しノーベル平和賞が授与されています。

1992年 1 月に聞かれた安全保障理事会サミットの要

請に答えて、匡|連事務総長は新たな方針ーとしてドp:和へ

の諜題j を発表しました。これは創造的展開と言えま

す。

f平和への課題j は平和への過程に四つの段階がある

と述べています。すなわち、予防外交、平和|創造、平和

維持及び紛争後の平和建設です。今、 pjil(4j'1 の災 u 、をな

くす j という目的の達成に寄与するチャンスが再び国

連にもたらされたのです。

1992年の世界は、匡Ii主が機能し始めた 1945年とは状
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Thiswasfollowedbytalkswhichwerein 白'uctuous

However , peaceandnormalcycontinued.APeace
ObserversTeamconsolidatedtheceasefil ・e. Butperｭ

man 巴nt peacecouldcomeonlyonthebasisofpolitical

settlement.

In1975 , 11yearsaftertheceasefire , apeace
accordwassigned,thankstothegoodofficesofathird
party , thePeaceLiaisonCommittee.Ourexperi 巴nce

inNagalandPeaceMissionshowsthatsLlstainedeffort

byathirdpαrty isnecessaryinordertoresolve

connict.

Letustaketheglobalscenariotoday.Sincethe

coldwarisover,thereisabigchangeintheworldsitｭ
uation.TheArab-Israelpeaceaccordwasamajor

breakthrough.Theimplementationprocessismaking

headwaydespitedifficulties.Lastyearaceasefire

cameintoforceinIreland.Anothercease 白re beganin

strife-tornBosnia , thankstothepeaceeffortsof
PresidentJimmyCarter.Alsoapeaceprocessisin

progressinSriLanka.Theseareallsignsofhope.

TheUnitedNationsisnowplayingausefulrole

inresolvingconflictsinseveralareas.TheUNPeace

KeepingForceshaveplayedacrucialroleinmainｭ

tainingpeace.TheywereawardedtheNobelPeace

Prizein1988.

InresponsetotherequestoftheSecurityCouncil

whichmetatthelev 巴I ofHeadsofStatesinJanuary

1992 , theSecretary-GeneraloftheUnitedNations
cameoutwithanewpolicyframe,“An Agendafor
Peace".Thiswasacreativedevelopment.

“An AgendaforPeace"saysthatthepeace
processhasfourphases.PreventiveDiplomacy,Peace
Making , PeaceKeepingandPost-ConflictPeace
Building.Nowasecondopportunityisgiventothe

UnitedNationstocontributetotheful 日IIment ofthe

obj 巴ctive oftheUnitedNations, namely,“to endthe
scourgeofwar"

In1992 , theworldwasaverydifferentplace
thanitwasin1945whentheUnitedNationsstarted

functioning.Becauseofthecommunicationsrevoluｭ

tionandglobalcommerce , thenationalboundaries
arenolongerasstrongastheyusedtobe.

TheU.N.Secretary-Generalsays,“Peace inthe
largestsensecannotbeconstructedbytheUnited

NationssystemorbytheGovernmentsalone.

Academicinstitutions , Parliamentarybodies , busi-
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況が大きく異なっています。情報革命と世界貿易の発

達により、もはや国境はかつてほど強固なものではな

くなりました。

国連事務総長はこう訴えています。「最も広い意味で

の平和は、国連組織あるいは国家政府だけで建設する

ことはできない。学術機関、議会組織、民間企業体、メ

ディア及び、民衆全体が携わるべきである J。

昨年1994年、 WCRPはローマとリパデガルダにおいて

第 6 回位界大会を開催しました。リパ宣言には、世界中

で戦争とりわけ内戦が数多く起こっているとあります。

これらは国際紛争ではなく、囲内紛争なのです。

スリランカを例に取りましょう。幸いにも新たなイ

ニシアチブがとられ、平和への努力が進められていま

す。この努力が長引く紛争を終結させることを祈って

います。

平和への過程で重要なのは f紛争後の平和建設j で

す。ユネスコは特にこれに関与しており、関連プロジェ

クトに携わっています。紛争の根本原因を取り除かな

い限り、紛争は再発するでしょう。再建復興計画は'恒久

平和への鍵なのです。

環境回復

全体論的平和の第 3 の次元は環境回復です。

環境危機は20年以上前から問題になっていました。第

1 回の国連環境会議は 1972年にストックホルムで聞か

れました。環境問題はますます深刻化し、危機的な状況

を迎えていました。

80年代に核の危機が遠ざかると、環境危機が大きく

立ちはだかりました。生活の基盤である空気と水と土

が汚染されていました。きれいな空気と水なしには人

間の生活は成り立ちません。土がなければ農業が成り

立たず、食物を得ることができなくなります。

森林がなければ雨も降りません。とどまるところを

知らない工業化は、酸性問や地球温暖化という新たな

現象を引き起こしました。

フロンガスが原因で、地球を太陽の放射線から守っ

ているオゾン層に穴があき、カナダなどの国々では多

数の人々に皮膚ガンが発生しています。
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nessandprofessionalcommunities , themediaand
thepublicatlargemustbeinvolved"

Lastyearin1994, theWCRPheldits6thWorld
AssemblyinRomeandRivadelGarda.TheRiva

Declarationsaidthatmanywars , mostlycivil , were
goingonintheworld.Theyarenotinternationalconｭ

flictsbutareintra-nationalconflicts.

TakeSriLankaforinstance.Fortunatelyanew

initiativehasbeentakenandthepeaceeffortismakｭ

ingprogress.Wehopeandpraythatthepresent

effortwillendthelongdrawn-outconflict.

Animportantpartofthepeaceprocessis “post­

con任ict peacebuilding".UNESCOisespeciallyinterｭ

estedinthisandisengagedinsomesp 巴cific PI'句 ects 目

Unlesstherootcauseoftheconflictisremoved , the
conflictmayrecur 目 Programmes ofreconstructionand

rehabilitationarethekeytopermanentpeace.

EnvironmentRestoration:

ThethirddimensionofHolisticPeaceis

EnvironmentRestoration.

Theenvironmentalcrisishasbeenwithusfor

morethantwodecades.ThefirstWorldConference

onEnvironmentsponsoredbytheUnitedNations

washeldinStockholmin1972.Theproblemsofenviｭ

ronmentprogressivelybecamemoreacuteanddanｭ

gerous 目

Asthenucl 巴 ar crisisdeclinedinthe80's , the
environrr> ental crisisloomedlarge.Theverybasisof

life-Air,WaterandSoil-werepolluted.Withoutclean
airandcleanwater , humanlifeisimpossible
Withoutthetopsoiltherewillbenoagriculture , no
food 目

Withoutforeststherewillbenorains.Unbridled

industrializationcreatednewphenomenalikeacid

rainandglobalwarming

BecauseofCFC's(Chloro-FloroCarbons)the

Ozoneshield,whichprotectsth 巴 earth fromtheSun's

radiation, developedholes.Alargenumberofpeople
incountri 巴s likeCanadahaveskincancer.

TheSecondWorldAssemblyofWCRPwasheld

inLouvain , Belgium , in1974 , twoyearsaft 巴 1・

StockholmConferenceonEnvironment.TheLouvain

D巴claration says: “The fearofinstantannihilationby

nuclearweaponsisnowmingledwiththeanguished

visionofthegradualextinctionoftheplanet.TheCl ・e-
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WCRPの第 2 回世界大会は、ストックホルム環境会議

の 2 年後、 1974年にベルギーのルーベンで開催されま

した。ルーベン宣言はこう訴えています。「核兵器によ

る即時全滅の恐怖に、今、地球の漸新的絶滅という恐ろ

しいビジョンが加わった。人間と自然の正しい関係を

築くことは、平和と正義のための闘いに絶対不可欠で

ある J。

Jレーベン宣言はさらにこう呼びかけています。「戦争

ではなく、人類と自然界の完全な調和が存在しなけれ

ばならない。信仰厚い人々は質素なライフスタイルの

立派な手本を示すべきである J。

1979年のプリンストン、 1984年のナイロビ、そして

1989年のメルボ‘ルンで開催されたWCRP世界大会では、

環境問題が取り上げられました。

太平洋地域で聞かれたもNCRP第 5 回世界大会は、この

地域に根をおろしている土着文化を強く意識したもの

でした。自然尊重も土着文化の一部です。メルボルン宣

言はこう述べています。「我々の信仰は自然を尊重すべ

きだという点で一致する。我々は自然の管理者である

と同時に自然に依存しているのであるん

メルボルン大会の後、プロジェクト・グリーンと呼

ばれるフォローアッププログラムが実施されました。

\-VCRP 日本委員会はこのプロジェクト・グリーンの立案

及び実行に重要な役割を来たしました。これは継続的

プログラムであるべきでしょう。

1992年 6 月にリオデジャネイロで開催された画期的

な地球サミットにおいて、世界中の不安と関心が頂点

に達しました。

1972年会議の事務総長だったモーリス・ストロング

氏が、 1992年の国連会議でも事務総長を務めました。こ

の会議は112 カ国の元首が参加する画期的な国|際イベン

トでした。

会議には科学者、専門家、学者、ソーシャルワーカー

ならびに宗教者がかつてないほど多数参加しました。同

時lUI にリオに集まったNGOからも多数の参加がありま

した。夜、が 4 名のメンバーと共にWCRPを代表してこの

会議に参加できましたことは大変な光栄です。

リオ宣言は環境回復の基本原則を明雄にしました。ア
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ationofarightrelationshipbetweenmanandnature

isanindispensablepartofthestrugglefm ・ peace and

justice".

TheLouvainDeclarationfurthersays: “There
mustnotbewarbutprofoundharmonybetweenthe

humanspeciesandth 巴 natural world.Menand

womenmotivatedbyreligionshouldprovidemankind

withashiningexampleofsimplicityinlife-style".

WCRPAssembliesinPrincetonin1979, Nairobi
in1984andMelbournein1989consideredtheprob ・

lemsofenvironment

MeetinginthePacificregion , theWCRPAssem ・

blyVwaskeenlyconsciousofindigenouscultures

prevalentthere.Sacrednessofnatureisapartof

indigenousculture.MelbourneDeclal 叫ion says: “Our
religioustraditionsagreethatnatureistoberespectｭ

ed.Wearebothtrusteesofnatureanddependent

uponit'¥

AftertheMelbourneAssemblytherewasafolｭ

low-upprogrammecalledP，可ect Green.WCRPJapan

hastakenanimportantpartintheformulationand

executionofProjectGreen.Thisshouldb巴 a continuｭ

ll1gprogramme.

Theworld-wideanxietyandconcernculminated

inthehistoricEarthSummitheldinRiodeJaneiro

inJune1992.

Mr.MauriceStrong,theSecretary-Generalofthe
1972ConferencewasalsotheSecretary-Generalof

theUNConferencein1992.Itwasanoutstanding

worldeventinwhich112HeadsofStatesparticipatｭ

ed.

ItwasalsothelargestgatheringofScientists ,
Experts , Academics , SocialWorkersandReligious
Personalities.TherewasalargeturnoutofNGOs

whometsimultaneouslyatRio.Itwasmyprivilegeto

representtheWCRPalongwithfourothers.

TheRioDeclarationspellsoutthebasicprinciｭ

pIesofenvironmentalr巴storation. Agenda21 ♂ves an

elaborateprogrammeoffollow-upaction.

Theintimaterelationshipbetweenenvironment

anddevelopmentwasrealized.Ifd巴velopment isnot

governedbymoralandspiritualprinciples , itwill
leadtodisastrousconsequencesforthenaturalenv ト

ronment.

MahatmaGandhisaid ，“ Ther 巴 is enoughfor

everybody'sneed , butnotenoughforeverybody's
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ジェンダ21は綿密なフォローアップ行動計画です。

環境と開発の密接な関係が注目されました。道徳的

かつ精神的な方針に基づかない開発は自然環境にとっ

て悲惨な結果を招くでしょう。

マハトマ・ガンデイーは言いました。「すべての者の

必要は満足できても、すべての者の欲望は満足できな

いJ。欲望に基づく経済は緊張と災厄を招きますが、必

要に基づく経済は平和と幸福を導くでしょう。

ライフスタイルの変更の必要性が痛感されました。消

費主義は病弊です。西洋世界は抑制を知るべきです。ア

ジアを含む世界のその他の地域は西洋の消費主義を模

倣しではなりません。

最近一般的になった言葉に、 f持続可能な開発j とい

う言い方があります。無制限な開発は不可能です。まず

ローマクラブが『成長の限界j に関する論文を発表しま

した。自然資源は有限です。再生不能な資源もありま

す。現世代が再生不能な資源を過度に利用すれば、将来

の世代は不利益を被るでしょう。ゆえに、持続可能な開

発が重要なのです。

持続可能な開発という概念は今日、広く受け入れら

れています。しかし、リオサミットに先立つてweRPが

サンパウロで聞いたセミナーでは、開発は持続可能か

っ公平でなければならないことが強調されました。開

発の恩恵がすべての階層、特に弱者に及ばない限り、社

会正義は実現されないでしょう。

倫理を開発過程の中心にすえるならば、開発に関す

る実施規範が必要です。これを環境倫理U呼んでもい

いでしょう。職業倫理あるいは医学倫理と同;僚に、今後

は環境倫理も重視することがリオサミットの結論でし

守、

I~ 。

リオサミットで提言されたアジェンダ21 は世界中で

実施の過程にあります。これには定期的見直しに関す

る条項も含まれています。リオサミットで採択された

決議を実行する真剣な取組みが期待されます。

貧困撲滅

全体論的平和の第 4 の次元は貧困撲滅です。

1972年のストックホルム環境サミ y トで、インデイ
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家族と一緒に。左から、夫人、本人、アラム博士の母、後方左から長女ヴィヌ、

長男アショーカ。

greed".Agreed-basedeconomywillleadtotension

anddisasterbutaneed-basedeconomywillleadto

peaceandhappiness.

Thepointwasdrivenhomethatthereshouldbe

achangeinlife-style.Consumerismisadisease.The

westernworldshouldlearnrestraint.Therestofthe

world ,includingAsia ,shouldnotimitatewesternconｭ
sumensm.

Anewphrasewhichhasbecomepopularis

“sust αυlα ble development".Developm 巴nt cannotbe

unlimited.TheClubofRomefirstcameoutwithits

thesison “Limits toGrowth".Naturalresourcesare
limited.Someresourcesarenotren 巴wable. Excessive

exploitationofnon-renewableresourcesbythePI ・e­

sentgenerationwilljeopardisetheinterestsofthe

futuregeneration.Hence,sustainabledevelopm 巴nt

Theconceptofsustainabledevelopmentisgeneral-
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ラ・ガンデイ一首相は「貧困こそ最大の汚染源である J

と発言しました。

国連は貧困を世界的な重要問題ととらえました。十

億人の人々が絶対的貧困の中で生活しています。コペ

ンハーゲンに世界の指導者が集まり、三つの議題を討

議しました。すなわち、貧困の撲滅、雇用拡大及び社会

統合です。これらの問題は相互に関連性をもっていま

す。

アフリカ、アジア及びラテンアメリカの途上国では

貧しい人々が大多数を占めています。貧困は豊かな社

会にも存在します。

貧困撲滅の分野でインドは積極的な取組みを行って

きました。イント計ー画委員会によると、 29.9%の人々が

貧困線以下にあります。貧困とは、衣、食、住、教育及

び医療の五つの基本的必要を満たすことができない状

態と定義されています。

インドのような国々においては、数|世紀に及ぶ植民

地搾取が貧困の要因となりました。インドでは独立以

来47年の問に緑の革命があり、食料生産が1.000万トン

から 18.500万トンに増加しました。現在は国内自給可能

であり、輸出能力もあります。しかし、誰もが必要な食

物を得るのに充分な購買力を有しているとは言えませ

ん。

政府は貧困線以下の人々を対象にしたプログラムに

より貧困の撲滅に力を注いできました。この政策は絶

大な効果を発悔しましたが、必ずしも極貧層の人々ま

で浸透しているとは限りません。公的機関による計画

実施は至らない点が多いのです。

実施システムを改善する処置が講じられつつありま

す。雇用保証計画はすべての人に働く機会を提供しま

す。教育を受けた若い失業者への対策としては、小企業

を起こす援助を行う特別計-画が導入されました。

しかし、このような計画のみでは貧困を撲滅できま

せん。そこでインド議会は、地方分権を実現するために

憲法を修正しました。修正第73条により草の根レベル

の人々に権利がもたらされました。これは地方自治機

関を意味するパンチャヤーテイ・ラージュと呼ばれて

います。この制度は現在、インド全州で実施されつつあ
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lyacceptednowadays.However,theseminarorganized
byWCRPatSaoPaulopriortotheRioS山nmit emphaｭ

sisedthatdevelopmentshouldbothbesustainable

andequit αble. Ifthebenefitsofdevelopmentdonot

reachallsectionsofthesociety,particularlytheweakｭ
estsections,therewillbenosocialjustice.
Ifethicsistobeputattheheartofthedevelopｭ

mentprocess , thereshouldbecodesofconduct
regardingenvironment.Thiscanb巴 called “environ­
m巴ntal ethics".Anewemphasisonenvironmental

ethicssimilartobusinessethicsormedicalethicshas

b巴en anoutcomeoftheRioSummit.

TheprogrammeofAgenda21thatemergedoutof

theRioSummitisintheprocessofimplementation

aroundtheworld.Thereisprovisionforperiodical

review.Onehopesthattherewillbesince I'巴 attempt

tocarryoutsomeofthedecisionstakenatth 巴 Rio

Summit.

PovertyEradication:

ThefourthdimensionofHolisticPeac 巴 is Poverty

Eradic αtion.

AttheStockholmSummitonEnvironmentin

1972,PrimeMinisterIndiraGandhisaid , "Povertyis
thegreatestpolluter".

TheUNhasrecognizedpovertyasamajorprobｭ

lemaroundtheworld.Onebillionpeoplelivein

absolutepoverty.AtCopenhagenworldleadersgathｭ

eredtoconsiderthreeissues:PovertyEradication ,
ProductiveEmploymentandSocialIntegration.

Theseissuesareinter-related.

Thelargepercentageofthepoorarefoundinthe

developingcountriesoftheworldinAfrica ,Asiaand
LatinAmerica.Povertyisalsopresentintheaffluent

societies

Inthefieldofpovertyeradication , Indiahas
madesomesignificantefforts.Accordingtothe

PlanningCommissioninIndia , 29.9%ofthepeople
arebelowthePovertyLine.Povertyisdefinedasthat

stateinwhichafamilyisunabletofulfillthefive

basicneedsoffood , clothing, shelter, educationand
healthcare.

Colonialexploitationoverafewcenturieswasa

contributoryfactortopovertyincountrieslikeIndia.

Duringthelast47yearsofindependence , therewas
inIndiaaGr巴en Revolutionbywhichfoodproduction
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ります。

選出された代表者が開発計画を立案実施することに

なります。中でも注目に値するのは、パンチャヤートと

地方自治体の構成員の三分のーに女性を登用すること

です。公務への女性の参加がコミュニティに非常に良

い影響を及ぼすことが期待されています。

インドのナラシマ・ラオ首相は政府はGDPの 6% を

教育予算に充てると議会で発表しました。現在の3.7%

から大きな前進です。この政策は学校教育と社会人教

育に恩恵をもたらすでしょう。 2000年までにインドの

非識字をなくすことが期待されています。

世界に関して言えば、貧困撲滅を強力に推進するた

めに抜本的な政策転換が不可欠です。 2000年ないし2005

年までに貧困を撲滅するのならば、軍事費を段階的に

削減し、その結果生み出される平和の配当を開発に振

り向ける必要があります。

そこで、国連開発計画は軍事費の年間 3%削減を提

案しました。そうすれば、開発のための潤沢な財源を確

保できます。この提案は各国政府に受け入れられるこ

とになるでしょう。

コペンハーゲンの社会開発サミットでは、 20 :20協

定が合意に達しました。これは先進国も途上国も国家

予算の20%を人間開発に振り向けるというものです。

コベンハーゲンサミットでは、 0.7%の開発援助も採

択されました。

貧困は世界の課題です。人間社会から貧困がなくな

らない限り、真の平和はあり得ません。

コペンハーゲンサミットで好調なスタートが切られ

ました。歴史上初めて、貧困と失業と疎外という三つの

問題を討議するために世界中の指導者が集まりました。

今、これらの基本的問題に対する関心が世界的に高ま

っています。社会開発サミットの成功により、ホアン・

ソマピア大使に対し感謝の意を表すとともに、その労

をねぎらわなくてはなりません。

創造的教育

全体論的平和の第 5 の次元は創造的教育です。

ユネスコは憲章前文でこう宣言しています。
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wentupfJ・ om 10milliontonsto185tons.Thereisnow

S巴lιsufficiency andexportcapability.Butitcannotbe

saidthateveryonehasadequatepurchasingpowerto

haverequisitenutrition.

ThepolicythrustoftheGovernmenthasbeen

eradicationofpovertythroughprogrammesdirectly

aimedatthepeoplebelowthepovertyline.Whilethis

hasmadegreatimpact,itmustbesaidthatbenefits
donotalwaysreachthepoorest.Implementationof

theSchemesbytheofficialmachineryleavesmuchto

bedesired.

Stepsarebeingtakentoimprovethesystemof

delivery.EmploymentAssuranceSchemeprovides

everyonewithanopportunitytowork.Forthebenefit

ofunemployededucatedyouth , aspecialschemeof
assistanceforstartingmini-enterpriseshasbeen

introduced.

Butsuchschemesalonecannotendpoverty.So,
theParliamentofIndiaamendedtheConstitutionto

effl 巴ct politicaldecentralization.The73rdAmendment

empowersthepeopleatthegrass-rootlevel.Itis

calledPanchayatiRajwhichmeansLocalSelfｭ

Government.Thisisbeingimplementedtodayinall

theStatesofIndia.

Theelectedrepresentativeswillplanandimpleｭ

mentdevelopmentprogrammes.Onesalientfeature

is , 1/3 ofthepositionsinPanchayatsandMunicipaliｭ
tieswillgotowomen.Itishopedthattheentryof

womeninpubliclifewillleadtogreatergoodtothe

community.

PrimeMinisterofIndiaShriNarasimhaRao

declaredinParliamentthatGovernmentwouldspend

6%ofGDPoneducation.Therewillbeprogressive

increasefromthepresent3.7%level.Thiswillbene 白t

schooleducationandadulteducation.Itishopedthat

by2000 ,illiteracywillbeeradicatedinIndia.
Globallyspeaking,drasticpolicychangesarenecｭ

巴ssary inordertohaveasuccessfulassaultonpoverｭ

ty.Ifpovertyistobeeradicatedby2000or2005 ,
thereshouldbeprogressivereductioninarmsspendｭ

ingandtheresultant “Peace Dividend"shouldbe
divertedtodevelopment.

Therefore ,UNDPhasproposedthatthereshould
be3%annualreductioninmilitaryspending.This

willreleasesubstantialresourcesfordevelopment.

Thisisyettobeacceptedbynationalgovernments.
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1
ガンディ一グラムでのM アラム博士の業績の一つの特徴は、農村での延長作業

と大学カリキュラムを連係させたことである。写真は、ガンティークラム共同

体のメンバーと共に平和と農村奉仕に、 M.アラム博士と常に共働してきた夫人

と共に。

fit役争は人の心の中に生まれるものであるから、人の

心の中に平和のとりでを築かなければならなしづ。

教育は人間生活においてきわめて重要な役割を果た

します。子供は感じやすく無垢な心を持っています。本

来、子供には実践による学習がI古J I，、ています。創造的で

生産的な活動は最良の学習方法と言えましょう。形式

的教育とは異なる創造的教育は青少年の人格を形成し

ます。

形式的教育は失業者ばかりでなく雇用不適格者をも

生み出します。彼らは社会改善に貢献できません。むし

ろ社会の重荷になりますコしたがって創造的あるいは

ヨー配的教育が必裂なのですc

さらに創造的教育の良い点は調和のとれた人格形成

に役立つことです。 filii値教育を学校教育課程に導入す

れば、生徒は心の中に平手[I を見出すようになるでしょ

う。そして彼らは心に平和1 を抱き、社会平和に貢献する

ようになるでしょう。

マノ、卜マ・ガンティーは創造的教育をイメージし、基

礎教育(ナイ・タリム)計画を発表しましたc この教育

は教室に閉じこもりません。生徒は農業や手工芸の仕
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AttheSocialSummit,atCopenhagen ,therewas
consensusonthe20:20compact.Thismeansthata

developedcountryoradevelopingcountryshouldset

apart20%oftheirbudgetforhumandevelopment

AtCopenhagentherewasalsoconsensuson0.7%

developmentaid.

Povertyisaglobalchallenge.Unlesshumansociｭ

etyispoverty-free,therewillbenorealpeace.
CopenhagenSummitisagoodbeginning.First

timeinhistory , worldleadersgatheredtoconsider
thetriplequestionofpoverty , unemploym巴nt and

alienation.Thereisnowaglobalconsciousnessabout

thesebasicissues.Thisisaverygoodbeginning

AmbassadorJuanSomaviashouldbecongratulated

andthankedforthesuccessfulSocialSummit.

CreativeEducation:

Thefiβh dimensionofHolisticPeaceisCreative

Educ αtwn.

TheUNESCOPreamblesays:

“Since warsbegininthemindsofmen ,itisinthe
mindsofmen , thedefencesofpeacemustbeconｭ
structed".

Educationplaysavitalroleinhumanlife.A

child'smindisvibrantandopen.Learningbydoing,
isnaturaltoachild.Creativ 巴 and productiveactivity

isthebestmediumoflearning.Creativeeducation,as
distinctfromformaleducation, shapesthepersonal ト

tyofayoungperson

Thefonnalsystemproducesgraduateswhoare

notonlyunemployedbut “unemployable'\They are
unabletocontributetothebettermentofsociety.

Rather, theybecomeaburdentosociety.Creativeor
productiveeducationis , therefore, n巴C巴ssary.
AnotherpositiveaspectofCreativeEducationis

thatitproducesaharmoniouspersonality.Introducｭ

tionofvaluesintheschoolcurriculumwillhelpthe

studentfindpeaceinon 巴's ownself.Thushe/shewill

havepeacewithinandcontributetopeaceinsociety

MahatmaGandhivisualisedCr 巴ative Education

andcameoutwiththeschemeofBasicEducation

(NaiTalim).Thiswasnotconfinedtotheclassroom

Studentsweretaughttoworkinagricultureanddo

handicrafts.Theywerenotjust “book worms"butCl ・e­

ativeproducersforthenation.

Atthesametimetheyalsostudiedlanguage ,sci-
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事を教えられます。子供達は本の虫ではなく国家の創

造的生産者でした。

同時に生徒は語学、科学、歴史、地理、数学も学びま

した。霊性に関わる活動も行い、宗派を超えた礼拝や社

会奉仕活動に参加しました。創造的教育は人の心の中

に霊的輝きをともしました。

このシステムは頭(知)と心(精神)と手(身体)を

満足させるものでした。これを全体論的教育と呼んで

もいいでしょう。英国の名高い作家である H.G ウェルズ

は言いました。「人間の歴史は次第に教育と破局の競争

になりつつある J。

創造的教育を受けた人は地球市民になりますが、自

らの地方、固ならびに文化のアイデンテイテイは保ち

続けるでしょう。そして世界平和の推進者になります。

世界的視野で考えて地元で活動するようになるでしょ

つ。

ユネスコのイニシアチブである万人のための教育

(EFA) はすばらしい運動です。ユニセフ、 UNOPなら

びに世界銀行という三つの機関がこの世界的キャンペ

ーンの共同スポンサーになっていることは喜ばしい展

開と言えましょう。

初等教育は民主的権利です。しかし、教育の機会とい

う時の教育は、良質の教育、適切な教育を意味しなけれ

ばなりません。よって創造的教育、すなわち子供を立派

な市民に、生産的で幸福な人間にする教育の妥当性は

明白です。

国連は 1995年を寛容年としました。ユネスコが実施

機関になっています。

寛容教育は、今なお原理主義と偏見に由来する激情

に取り巻かれた位界においてはきわめて重要です。寛

容は出発点であり、終点ではありません。

宗教的文化的差異に対する寛容は、お互いの尊重と

好意的な理解を生みます。文化的宗教的な多元性が今

日の世界の現実なのです。私達は受け入れることを学

ばねばなりません。

人間的価値の教育、普通的価値の育成などfilii値教育

の運動全体は教育における重要な傾向です。インドの

サティア・サイパパ大学はfi価値学習の手本と言えます。
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巴nee ， history,geographyandmathematics.Theywere
alsoexposedtospirituality.Theyparticipatedin

inter-religiousprayersandsocialserviceactivities

CreativeEducationignitedthespiritualsparkinone

self.

ThissystemcateredtotheHead(intellectua l),

Heart(spiritual)andHand(physical).Thiscanalso

becalledasHolisticEducation.ThefamousEnglish

writerH.G.Wellssaid: “Human historyisincreasingｭ
lybecomingaracebetweeneducationandcatastroｭ

phe"

ThosewhoundergoCreativeEducationwillbe

globalcitizens.Buttheywillmaintaintheirlocal ,
nationalandculturalidentities.Theywillbepromotｭ

ersofworldpeace.Theywill"thinkgloballyandact

locally'¥

TheinitiativeofUNESCO , EFA,“Education for
All"isalaudablemove.Thatthreebodies, UNICEF,
UNDPandWORLDBANKareco-sponsoringthis

globalcampaignisaw巴Icome development.

Primaryeducationisademocraticright.Howｭ

ever, theopportunityforeducationshouldalsomean
qualityeducation, educationoftherighttype.Here
comestherelevanceofcreativeeducation-aneducaｭ

tionwhichtransformsthechildintoaworthyciti ・

zen-productiveandhappy.

TheUNhasdeclared1995astheYearofTolerｭ

ance.UNESCOistheimplementingagency.

ToleranceEducationispreeminentlyimportant

inaworldwhichisstillbesetbyhighpassionsoffunｭ

damentalismandprejudice.Toleranceisth 巴 begin­

ning,nottheend.
Toleranceofreligiousandculturaldifferences

mustleadtomutualrespectandpositiveappreciaｭ

tion.Pluralism, culturalandreligious, isarealityof
thepresentdayworld.Wemustlearntoacceptit.

Educationforhumanvalu 巴s ， cultivationofuniｭ

versalvalues ,thewholemovementofvalueeducation
isanimportanttrendinEducation.TheSatya

SaibabaUniversityinIndiaisashiningexampleof

valuelearning.

Modernmediaexertapowerfulinfluenceonthe

young.Ifelectronicandprintmediafollowhighervalｭ

uesandgoals , theywillbeagreatblessingto
humankind.Otherwise , theywillturnouttobea
curse.
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現代メディアは青少年に強い影響力をもっています。

電波媒体と印刷媒体がもっと高い侃Ii値観と目標を掲げ

るならば、人類に多大な恩恵をもたらすことでしょう。

さもなければ、これらは災いの元になるはの、りです。

家族愛

全体論的平和の第 6 の次元は家族愛です。

家族は人間社会の自然な単位です。世界の至る所で

も家族は基本的な社会的単位です。愛は家族の中に生

じます。家族は愛のラボラトリーと言ってもよいでし

ょっ。

残念ながら近年、家族愛が希薄になっている国もあ

ります。工業化と都市化の影響で家庭生活はストレス

と緊張にさらされるようになりました。商業主義と大

衆文化が家族の統合と幸福に悪影響を及ぼしています。

しかし、アジア諸国では家庭生活は揺らぐことなく、

活気に満ちています。男と女は聖なる婚姻のもとに一

緒に暮らし、子供達を産み育てなければならないとい

うのが、創造主とネIIIの定めた法なのです。両親は子を愛

し慈しむばかりでなく、自分達の親(祖父母)も敬わな

ければなりません。これこそ自然で正しい生き方です。

ヒンドゥーの典型的な家庭では、例えば祖父母、両

親、子といった三世代がお互いに持ちつ持たれつで一

緒に暮らしています。

家族は全員に安心感をもたらします。「能力に応じて

各自から必要に応じて各自へj という尊い原則が家庭

生活の根本です。

家庭生活はすばらしい現象です。母親が子供達を愛

するというのは極めて自然なことです。確かに古くか

ら言うように、子供は「母親の肉の肉であり、母親の骨

の骨j です。また子供が母親に愛情を返すというのも自

然なことでありましょう。父親と母親が最善を尽くし

て共に子供達を育てることもまた生活の法です。

ヒント‘ウーの生活においては、家族は進化していく

現象ととらえられています。すなわちプランマチヤーリ

ヤ(学生期)、グラハスタ(家住期)、ゥーアーナプラスタ(林

楼期)及びサンニヤーサ(遊行期)の凹段階があります。

プランマチャーリヤは、幼年期と青少年期にあたる
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FamilyLove:

ThesixthdimensionofHolisticPeaceisFαmily

Love

Thefamilyisthenaturalunitofhumansociety

Allovertheworld , thefamilyisthefundamental ,
socialunit.Loveisborninthefamily.Indeedthe

familyisalaboratoryoflove

Unfortunatelyinrecentyears , familylovehas
becomeweakinsomecountries.Becauseofindustriｭ

alizationandurbanization , familylifehascome
understressandstrain.Commercialisationandmass

culturehavemadeanegativeimpactontheintegrity

andhappinessofthefamilyunit.

However,inAsiansocieties,familylifecontinues
tobestrongandvital 目 That manandwomanshould

livetogetherin‘holy matrimony' , cr巴ate andraise

children , isthelawordainedbyNatureandGod.
Parentsshouldnotonlyloveandcherishtheiroffｭ

springsbutalsohonourandcherishtheirparents

(grandparents).Thisisthenaturalandrightwayof

life.

InatypicalHinduhous 巴hold ， forinstance , the
grandparents, theparentsandchildrenlivetogethｭ
er-threegenerationsgivingandtakingfromone

another.

Thefamilyprovidessecuritytoeveryone.The

nobleprinciple,“From eachaccordingtohisability
andtoeachaccordingtohisneed"isthefoundationof

familylife.

Familylifeisafascinatingphenomenon.That

themothershouldloveherchildr 巴n isthemostnatｭ

uralthing.Indeedthechildis“the fleshofherflesh
andboneofherbone"astheEnglishsayinggoes.

Thatthechildshouldlovethemotherbackisalsoa

naturalthing.Thatthefatherandmothertogeth 巴1・

shouldbringupthechildren 伊ving theirbestisalso

thelawoflife.

IntheHinduwayoflife, afamilyisanevolving
phenomenon.Therearefourphases , i.e. , Brahmaｭ
charya , Grahastha ,VanaprasthaandSanyasa.
Brahmacharyaisthefirstphase, coveringchildｭ

hoodandadolescenceandismarkedbystudyanddis 四

cipline.Householdlifeisthesecondphasecalled

Grahastha.Thethirdandfourthphases , nam巴ly ，

VanaprasthaandSanyasaar 巴 a specialcontribution
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第一段階で、学問と修養に励む|時 J別です。所帯を構える

第二段階はグラハスタと H干ばれます。第三、第四段階の

ヴァーナプラスタ及びサンニヤーサはヒンドゥー哲学

に基づく特別な奉仕に専念する時j切です。

家庭生活の義務を終え、五卜歳ぐらいになったH寺、夫

と妻は~!既私の奉仕に励む第三段階に入ります。昔は文

字通り、人里離れた森に入って生活することを意味し

ましたが、現在では、両親が世俗的務めから退いて、金

銭的報酬を朋待せずに社会奉仕に専念することを意味

します。

家族の進化過程における最終の第四段階は放棄を意

味するサンニャーサと呼ばれます。年を重ね、例えば六

十歳以上になった夫と妻は完全に超脱し、やII との精神

的結合を経験します。ネIII を認識することが人生におい

て達成されねばならない最終目標なのです。

人間の宿命をこのようにとらえるヒントーゥーの家庭

生活は、やII を中心に回転しています。ヒンドゥーの家庭

には、たとえどんなに貧弱なものでも必ず聖廟があり

ます。家庭生活は ~II] の崇拝を中心に営まれます。このよ

うな人生観により、家族と家庭は霊的特質を獲得し、生

活は愛と幸福に満ちたものになります。

人間関係は人生の真髄です。法(ダルマ)の遂行にお

いて対等のパートナーである夫と委を結ぶ愛、親と子

を結ぶ愛、兄弟姉妹を結ぶ愛、孫と祖父母を結ぶすばら

しい愛、すべての者を結ぶ愛一これは驚くべき心理現

象です。こういう状況であれば、今日の文明に巣くう現

代的病弊など問題になりません。

宗教と霊'1ヨニはこのような家庭生活の基捻です。さら

に家庭生活は教育課程の出発点です。父母はどの子供

にとっても最初Jの教師です。ヒンドゥーの考え方によ

れば、父と母はやIIそのものとされます。父旬は干中の原則

の具現でなければなりません。このように言いますc

マ y 卜ル・デーヴォ・ヴァーヴ 7

(母方から継承される干II]への認識)

ピットル・デーヴオ・ヴァーヴァ

(父方から継承される tillへの認識)

西洋世界で、家庭生活の filii値を再認識する動きが見

られるのは喜ばしいことです=国連は 1994年を国際家
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--胃吾~一- ~r-・ 一一ーヲ←~ーも
ナガランド平和交渉のハイライトは、 1975 年11 月 11 日に行われたシロン平和協

定の調印式である。写真は、 M アラム 1専士とインド政府代表のシュリ・ L ・ p.

シングとナガランド知事とケヴァヤレイ・ナガランド地下組織指導者とその仲

間などの他の平和運動家からなる平和連絡委員会である。

byHinduphilosophy.Letmeexplain.

Afterthedutiesofhouseholdlifeareov 巴r ， say,
whentheyarefiftyyearsold , thehusbandandwife
shouldenterthethirdphaseofselflessservice.

Literally,inoldentim 巴s ， itmeant,theyshouldgoand
liveintheforestsinrelatives巴elusion. Inthemodern

context , Vanaprasthacouldmeanthatthepar 巴nts

shouldnolongerbeengrossedinsecularpursuitsbut

taketosocialservicewithnoconsiderationofmoneｭ

taryreward.

Thefourthandfinalstageinfamilyevolutionis

calledSanyasawhichmeans'renunciation'.Thehusｭ

bandandwife , intheiradvancedyears , say , sixty
yearsandafter, becometotallydetachedandexpe l'ト

encespiritualunionwithGod.Godrealizationisthe

ultimategoalanditmustb巴 attained inthisverylife

Withthisvisionofhumandestiny , aHindu
householdisGod-centric.InaHinduhome, however
humble ,thereisasmallshrine.Thehomelifecentres
roundtheworshipofdivine.Withthisviewoflife ,the
familyandthehomeacquireaspiritualdimension

andlifebecomesrichinloveandhappiness.

Humanrelationshipsaretheessenceoflife.The

lovethatbindshusbandandwifewhoareequalpart-
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族年と定めました。

家族の中に平和があれば、世界も必ず平和になりま

す。家族の中に平和があれば、また人の心の仁F' も平和に

なります。

地方民主制

全体論的平和の第 7 の次元は地方民主iIIl] です。

私達は地球村という小さな|世界に住んでいます。地

球社会の基本的単位もまた村落です。村落は小宇宙で

す。世界のほとんどの人々は小さな村落コミュニテイ

で生活していますc

現在、多くの国家の政治形態は議会民主iIll] です。議会

民主制にもそれなりの存在理由と目的がありますが、地

方レベルでは直接民主制が必要とされています。地方

民主制は住民が自らの問題を自主的に管理運営する手

立てを提供します。これは草の根の人々に政治的権力

と財源をもたらすものです。地方分権民主iIll] は非暴力

民主iIIl] となり、やがて非暴力的世界秋月三を招来するで

しょう。

マハトマ・ガンディーが理想としたのはパンチャヤ

ーティ・ラージュと II手ばれる地方分権政治システムで

した。 1992年、パンチャヤーテイ・ラージユ憲法修正条

項がインド連邦議会の両院において満場一致で、可決さ

れました。この修正後、全ナ|‘|でパンチャヤーテイ・ラー

ジュ法が成立し、現在ではパンチャヤー卜(地方自治機

関)選挙を行うことが義務になっています。

新たな修正条項の岡県]的な点は、議席の三分のーを

女性が占めることです。数年のうちに女性パワーが新

たな高まりをみせるでしょう。

マノ、卜マ・ガンデイーは理想的社会構造のビジョン

を次のように柿きました。

r1!lfi数の村落から成るこの椛造には、拡大し続けても
決して上昇することのない幾つもの円が存在する c 生

活は底辺が頂点を支えるピラミッドではなく、個人を

中心とした一つの広大な円である c この円は村の円の

ために常に自ら消滅し、ついには全体が個人の集まり

で構成される一つの生命体になる。彼らは決して倣慢

に攻撃的になることなく、 I~I 分速が構成する広大な円
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nersinthepursuitofDharma;thelovethatbindsthe

parentsandthechildren , thelov 巴 that bindsthe

brothersandsisters , thelovethatbinds , inamost
delightfulway , th巴 grand childr巴n andthegrandparｭ

ents ,thelovethatbindsoneandall-thisisanextraｭ
ordinarypsychologicalphenomenon.Insuchasituaｭ

tionthereisnoquestionofthemod 巴rn illswhich

aboundinthepresentdaycivilization.

Religionandspiritualityarethebedrockofsuch

familylife.Indeed , familylifeisthebeginningofthe
educativeprocess.Thefatherandthemotherarethe

firstteachersofeverychild.Indeed, accordingtothe
Hinduconception , themotherandfatherareGod
themselves.Theyareorshouldbetheembodimentof

thedivin 巴 principle. Itissaid:

“Matru DevoBhava" ,
“Pitru DevoBhava".
ItisagoodtrendthatintheWesternworldthere

isanevvrealizationofthevalueoffamilylife.The

UnitedNationsobserved1994astheInternational

YearoftheFamily.

Wecansaywithconfidencethatifthereispeace

inthefamily ,therewillbepeaceintheworld.Ifthere
ispeaceinthefamily ,therewillbepeaceintheindiｭ
vidualalso.

LocalDemocracy:

TheseventhdimensionofHolisticPeaceisLoc αl

Democr αc)'.

Wear巴 living inasmallworldcalledGlobal

Village.Thebasicunitoftheglobalsocietyisalsoa

village.Thevillageisthemicl ・ocosm. Mostpeoplein

theworldliveinsmallvillagecommunities.

Inmanynationstates , thepresentpatternof
polityisRepresentativeDemocracy.WhileRepresenｭ

tativ 巴 Democracy hasitsplaceandpurpose, partici
patorydemocracyisneededatth 巴 local level.Local

Democracyhelpspeopletomanagetheirowncivic

affairs.Itshouldgivethepeopleatthegrassroots

bothpoliticalpowerandfinancialresources

Decentralisedd巴mocracy willbeanon-viol巴nt democｭ

racy.ItwillleadtoaNon-violentWorldOrder

Theideal 巴nvisaged byMahatmaGandhiwasa

decentralisedpoliticalsystem , call 巴 d 'Pαnchαyαti

Raj'.In1992 , thePanchayatiRajConstitutional
amendmentwasunanimouslypassedbybothHouses
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の主;ffJ1を常に謙)~~に分かち合う」。

このビジョンは非現実的に思えるかもしれません。し

かし、ユークリッドの点の概念が幾何学において価値

を持つのと同様、このビジョンもいまだ価値を持って

います。

世界議会

全体論的平和の第 8 の次元は世界議会です。

通信手段と i愉送機関のめざましい発達により、地球

は狭くなりました。

国連システムは統合組織です。団連はただ存続して

いたのではなく、次第に力を蓄えてきました。国連専門

機関は人類に多大な貢献をしてきました。ユニセフ、ユ

ネスコ、 UNHCR 、 1ヘ，TH O 、 FAO、こ j凡らはそのほんの

一部です。

国連は国家の集まりです。世界の国民が代表を送っ

ているわけではありません。国際司法裁判所があり、世

界銀行もありますが、世界議会はないのです。

私達は世界の国民が直接国速に代表を送り込む方法

を考えるべきです。匡|連総会は各国政府の代表が参加

します。では、位界の国民の議会があったらどうでしょ

うか? 世界議会で世界の市民の直接代議制を実現さ

せたらどうでしょう。検討に値する案だと思います。

また、国連に非政府機関の代表をもっと多く送り込

むべきだと思います。現在、 NGOは国連機関に諮問レ

ベルで参画し、討論に参加しています。また、フォロー

アップ及び実施においても援助を提供しています。

私達は、言うなれば世界国家、世界政府の方向に向か

つて進むべきです。

私達が真に求めるのは、 j去の支配の下にある世界で

す。私達が望むのは、世界j去に従う世界市民にとって最

大の自由が保証される世界です。この分野については

研究と実験が待たれます。

ただ一つ明らかなことがあります。それは胆界 j去と

世界平和1 はキ1'1伴うということです。

結論

以上、全体論的平和の八つの次元をご説明しました。
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ofIndianParliament.AllStateshavesinceamended

theirownPanchayatiRajActsandsonowitis

mandatorytoholdPanchayat(localbody)elections

Anotherrevolutionaryaspectofthenewamendｭ

mentisthat113ofthes巴ats arereservedforwomen

So,intheyearstocome, therewillb巴 a newsurgeof

womenpower

MahatmaGandhiwasavisionary.Hedescribed

theidealsocialstructureasfollows:

“ In thisstructurecomposedofinnumerablevilｭ
lages ,therewillbeever-widening,never-ascending
circles.Lifewillnotbeapyramidwiththeapex

sustainedbythebottombutitwillbeanoceanic

circlewhosecentrewillbetheindividual , always
readytoperishforthecircleofvillages , tillatlast
thewholebecomeonelifecompos 巴d ofindividuals

neveraggressiveintheirarrogancebuteverhumｭ

blesharingthemajestyoftheoceaniccircl 巴 of

whichtheyar 巴 integral units'¥

Thisvisionmayappearutopian.Butitstillhas

valueevenasEuclid'sconceptofapointhasvaluefor

Geometry.

WorldParliament:

TheeighthdimensionofHolisticPeaceisworld

Pα ，. li αIη ent.

Withtheextraordinaryprogressincommunicaｭ

tionsandtransportation , theplanethasbecomea
smallneighbourhood

TheUnitedNationssystemisnodoubtaunifシー

ingforce.TheUnitedNationshasnotonlysurvived ,
butithasbecomestronger.TheUNSpecialised

Agencieshavedonegreatservicetohumankind 目 Take

UNICEForUNESCOorUNHCRorWHOorFAO ,to
mentiononlyafew.

TheUnitedNationsisagath巴ring ofnation

states.Thep巴oples oftheworldarenotrepresented

WehaveaWorldCourt.WehaveaWorldBank , but
wedon'thaveaWorldParliament.

Wemustfindwaysforthepeoplesoftheworldto

bedirectlyrepresentedintheUnitedNations.The

U.N.GeneralAssemblyhasdelegatesfromthe

NationalGovernments.Butcouldtherebea

Parliamentofthepeoplesoftheworld? Couldthere

beamoredirectrepresentationofthecitiz 巴ns ofthe

worldinaWorldParliament.Thisideashouldbe
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explored.

Itisalsofeltthatthereshouldbeagreaterrepl ・e­

sentationintheUNforth 巴 Non Governmental

Organizations.AtpresentNGOsareassociatedwith

UNagenciesonaconsultativebasis.TheNGOsparｭ

ticipateinthedebatesanddiscussions.Theyalsorenｭ

del'helpinfollow-upandimplementation.

Inotherwords , weshouldmovetowardsaworld
polity,aWorldGovernment,ifyouwill
WhatwereallywantisaworldundertheRuleof

Law.Wewishforaworldinwhichtherewillbemaxiｭ

mumfreedomforthecitizensofth 巴 world whowould

abidebyworldlaw.Theseareareasforexploration

andexperimentation.

Onethingisclear.WorldLawandworldpeacego

tog 巴ther

1964 年から 1980 年まで、 M アラム博士は、サルポダヤ指導者、シュリ・ジャヤ

プラカシ・ナラヤン舗によって始められたナガランド平和使節団で働いた。 M.

アラム博士は、ナガ地下組織、インド政府、サルポダヤ平和運動のメンバーか

らなる、平和オブザーパーチームの百集者であった。写真は、ナガランドのコ

ヒマで、 SM 丁、インディラ・ガンディ一首相(当時)と平和オブザーパーチー

ムのメンバーと共に。 Conclusion:

1 軍縮

2. 紛争解決

3 環境回復

4. 貧困撲 i成

5. 創造的教育

6. 家族愛

7. 地方民主 fiji]

8. 世界議会

この八つの分野において前進できるならば、世界平

和lの新たな夜明けがやってくるでしょう。

私達はこの全体論的平和に向けて、なお一層の努力

を重ねようではありませんか。

5 年後に今世紀は幕を閉じます。そして 21 世紀を迎

えます。

夜、達は三千年紀に突入するわけです。

三千年紀が、平和と愛の千年期になりますように。

SofarIhavedelineatedeightdimensionsof

HolisticPeace:

1.Disarmament

2.ConflictResolution

3.EnvironmentRestoration

4.PovertyEradication

5.CreativeEducation

6.FamilyLove

7.LocalD巴mocracy

8.WorldParliament

Ifweareabletoprogressintheseeightareas ,
therewillbeanewdawnofpeaceintheworld 目

Towardsthisholisticpeace , letusredoubleour
efforts.

Infiveyears ,wewillcompletethiscentury.Then
weenterthe21stcentury.

Inde 巴d wewill 巴nter thethirdmillennium.

Letthethirdmillenniumbeamillenniumof

PeaceandLove.

54 5RU



ぃ
ン

み
』
伊

ア
捌

メ
胎

第 11 回庭野平和賞受賞者

EleventhNiwanoPeacePrize

パウロ・エヴァリスト・アルンス枢機卿
CardinalPauloEvaristoArns

思います。

アラム博士が選ばれることによって、彼自身が平和

のために貢献してきた多くの業績を讃えると同時に、青

年時代から今日まで私達を鼓舞してくれた星の光、マ

ハトマ・ガンデイーを讃えるすばらしい機会を持つこ

とができました。

アラム博士の多数の活動の中から、 20 世紀の終わり

に当たって、私が称賛に値すると思う二つのことに言

及したいと思います。

1.ガンデイ一グラム農村大学とシャーンティ・ア

ーシュラム農村開発運動での業績は、人生そして平和

と智恵の種子となる活動のように思われます。

農村-の生活プロジェクトは、貧しい人達のために食

物を作り出すのでなおさら重要であります。食物は大

企業によって作り出される単なる商品ではあり得ませ

ん。食物は生活の要であり、農村地域で、は教育と自治の

みが、大企業の侵入に対抗できるように助け、農村地域

が国の穀倉地帯であることを忘れさせないようにする

のです。

2. 宗教の違いを越えた祈りの生活の智恵

平和と正義を祈願するために、毎晩、異なる信仰を持

つ人々と出会いを持つ人によって実現される平和の実

りを誰が疑いましょう。

アラム博士のご長寿と実り多い人生をお祈りしま

す!

ItisaverygreathonourformetosaluteDoctor

Aram , thetwelfthrecipientoftheNiwanoPeace
Prize. 羽市 en Ireadofthemanythingshehasaccomｭ

plished , IfeltthatthisisthepersonIwouldhave
handpickedthisyeartoreceiveaPeacePrize

InchoosingDoctorAramwehavethewonderful

opportunityofhonouringhimandthenumerous

workshehasrealizedforpeaceand , atthesame
time , salutingtheMahatmaGandhi , thestar-light
thathasinspiredusthroughouryouthuntiltodoy.

AmongthemanyactivitiesofDoctorAramI

wouldliketocommentontwothat,inmyopinion ,are
worthyofpraiseattheendofthetwentiethcentury:

1.HisworkattheGandhigramRuralUniversity

andtheShantiAshramruraldevelopmentmoveｭ

ment , seemtometobeactivitiesthatareseedsof
life , ofpeaceandofwisdom.Rurallifeprojectsare
evermoreimportantbecauseoftheimportanceof

producingfoodforthepoor.Foodcannotbesimplya

commodityproducedbybigbusiness.Foodisthestaｭ

pIeoflifeandonlyeducationandself-governmentcan

helpruralareastoprotectthemselvesagainstinvaｭ

sionsbybigindustryandtorememberthattheyare

thebreadbasketofthenations.

2.Thewisdomofhisecumenicalprayerlife.Who

wouldnotbelieveinthefruitsofpeacethatarerealｭ

lZ 巴d byamanwho , everyevening, meetswithother
peopleofdifferentreligiouspersuasionstoprayfor

peaceandforjustice?

Mayhislifebelongandveryfruitful!

第 12 回庭野平和賞受賞者、アラム博士にお祝いを申

し上げることは、夜、にとって大変な光栄で、あります。

彼が達成した多数の業績を知るに及び、夜、も、彼は今

年、庭野平和賞を受けるに最もふさわしい人であると
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NIWANOPEACEFOUNDATION

庭野平和財団は、創立 40周年を迎えた立正佼成会の

記念事業として、昭和 53年 12 月に設立されました。

名誉総裁庭野日敬師並びに立正佼成会は、世界宗教

者平和会議 (WCR?) をはじめ、国際自由宗教連盟

(I ARF) など、国際的な宗教協力を基盤とした平和の

ための活動をこれまで積み重ねてきました。一方、囲内

では「明るい社会づくり運動 j を提唱・支援して参りま

した。

平和という、人類が有史以前から求め続けた困難な

理想を、その実現に向けて更に推進し発展させるため

には、宗教者の協力と連帯による地道な努力が今後一

層重要と思われます。

しかし平和を達成するためには、このような活動が、

特定宗教法人の枠を越え、宗教界の多くの人々 、更に広

く社会の各方面で活躍する方々 に参加して頂き、衆知

を集めて揺るぎない母体を作る必要が生まれます。ま

た、そのために財政的な基盤も築かなければなりませ

ん。混迷の度を加える現代にあって、こうした時代の要

請から庭野平和財団は設立されました。

事業内容として、庭野平和賞をはじめ、宗教的精神を

基盤とした平和のための思想、文化、科学、教育等の研

究と諸活動、更に世界平和の実現と人類文化の高揚に

寄与する研究と諸活動への助成を行い、シンポジウム

の開催、国際交流事業など、幅広い公共性を有した社会

的な活動を展開しています。
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TheNiwanoPeaceFoundationwasestablishedin

December1978tocommemoratethe40thanniverｭ

saryofRisshoKosei-Kai.Internationally , Honora創l'γy
p戸res釘ident Nikk王yoNiwanoandtheRi凶ssho Kos巴釘i-Ka訂i

haveactivelyp戸1' 0刀omo 叫te吋dint 匂巴 IT屯叶eli 伊ous c∞O∞0叩peration ti“or.

woωrld p巴ace thr加g酔h theWorldConferenceonReliｭ

gionandPeace,andtheInternationalAssociationfor
ReligiousFreedom.Domestically, theyhaveadvocatｭ
edandsupportedthe “ BrighterSocietyMove-ment."
Toattainpeace-thisdifficultidealthatmankind

hasstrivedforsincePI ・e-history-coop 巴ration among

religiousleaderstoformaunitywhichwillbring

aboutslowbutsteadyprogresshasbecomeincreasｭ

inglyvital.

Peacecannotbeattained , though , byalimited

numberofreligiousleaders, rath巴l' itmustcombine

allsectorsofsocietyasawholeandgatherthewisｭ

domofallinformingastablecentralbody.Forthis

purpose ，巴 qually importantistheformationofanecoｭ

nomicinfrastructure.Throughsuchanecessity , in
this period of confusion , theNiwano Peace
Foundationwascreated.

Asoneconcreteundertakingtorealizethegoalof

worldpeaceandtheenhancementofculture , the
foundationalsofinanciallyassistsresearchactivities

andprojectsbasedonareligiousspiritconcerning

thought, culture , science, education, andrelatedsubｭ

jects.Symposiumsandinternationalexchangeactiviｭ

tieswhichwillwidelybenefitthepublicareenthusiｭ

asticallyencouraged.
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